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　今回の特集は、日野町の各地域に暮らすそれぞれ
の分野のレジェンド（シニア世代でバリバリと活動
している方）３名をピックアップし、議員が直接イ
ンタビューをしてきました。取り組まれていること
のきっかけや町への思いもお話しいただきました。

1
．�老
人
ク
ラ
ブ
入
会
の
き
っ
か
け
と
会

長
に
な
ら
れ
た
い
き
さ
つ
は

　
私
の
猫
田
区
で
は
65
歳
で
老
人
会
に
入
会

し
ま
す
。
そ
の
後
必
佐
地
区
の
役
員
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。
定
年
ま
で
教
職
の
公
務

員
と
し
て
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
勤
め
て
き
た
こ
と
か
ら
少
し
で
も
地
域
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
お
受
け
し
ま
し
た
。

2
．�老
人
ク
ラ
ブ
を
含
め
た
シ
ニ
ア
層
を

取
り
巻
く
現
状
と
課
題
は

　

会
員
は
1
，
1
0
0
名
を
数
え
ま
す
が
、

町
の
高
齢
者
人
口
の
18
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
高
齢
社
会
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
会
員
数

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い
・
お
も
し
ろ

い
・
元
気
が
で
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
役
員
の
な
り
手
不
足
も
含
め
て
な
か
な
か

実
を
結
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

3
．�今
後
の
町
や
議
会
に
期
待
す
る
こ
と

　
町
の
担
当
課
や
町
議
会
の
方
が
、
私
た
ち

の
取
組
や
現
状
を
ど
れ
だ
け
ご
存
知
な
の
か

心
配
で
す
。
入
会
可
能
な
議
員
さ
ん
に
も
加

入
し
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
こ
れ
か
ら
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。
町
の
担
当
課
と
連
携

を
取
り
、
引
き
続
き
シ
ニ
ア
も
輝
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

1
．�ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
の
き
っ
か
け
は

　
学
生
時
代
は
卓
球
、
軟
式
野
球
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
り

ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
が
、
先
輩
か
ら
勧
め
ら
れ
10
年
前
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
や
っ
て
い
る
と
奥
が
深
く
仲
間
も
で
き
、
今
年
の
青
森

国
ス
ポ
も
シ
ー
ド
出
場
で
き
ま
す
の
で
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2
．�ふ
だ
ん
か
ら
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は

　
少
し
前
に
大
病
を
患
い
、
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
強
く
感
じ
ま
す
。
い
ろ
ん

な
趣
味
に
取
り
組
み
な
が
ら
で
き
る
だ
け
外
に
出
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
孫

と
ス
ー
パ
ー
銭
湯
へ
行
く
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
米
作
り
の
経
験
か
ら

足
腰
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
の
で
今
後
も
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

3
．�今
後
の
町
や
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
最
近
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者
ど
う
し
や
、

子
供
た
ち
が
交
流
で
き
る
施
設
が
町
の
中
心
部
に
つ
な
が
る
循
環
型
交
通
手
段

と
と
も
に
整
備
で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
大
谷
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場
は
県
内
指
折
り
の
コ
ー
ス
で
す
が
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
や
使
い
や
す
い
環

境
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
．�競
技
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　
学
生
の
頃
か
ら
水
泳
競
技
を
し
て
お
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
た
時
期

も
あ
り
ま
す
。
水
泳
は
ず
っ
と
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
60
歳
に
な
り
再
び
本
格

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
年
齢
別
の
世
界
記
録
を
出
す
こ
と
が
で
き
今
も
挑
戦

を
続
け
て
い
ま
す
。

2
．�ふ
だ
ん
か
ら
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は

　
仕
事
の
あ
と
な
ど
に
20
分
か
ら
30
分
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長

年
、
水
泳
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
わ
っ
て
き
た
の
で
“
水
の
力
”
を
強
く
感
じ

ま
す
。
綿
向
山
な
ど
の
風
景
に
心
癒
さ
れ
私
の
心
の
ケ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

3
．�今
後
の
町
や
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
の
特
技
や
趣
味
を
活
か
せ
る
場
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。
そ
れ
が
自
分
の
役
に
立
ち
、
生
き
が
い
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
す
。
同
じ
事
業
の
継
続
も
大
事
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
発
展
し
た
事
業
に
も
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

議員がインタビューしました
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男
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優
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役職
令和６年・７年度 日野町
老人クラブ連合会会長

2議会だより
日野町議会

2026.２.15



次
ペ
ー
ジ
は
▼

委
員
会
か
ら
の
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告

提出された議案と結果 〇賛成　×反対

12月定例会議（12月1日～23日） 議案審査を付託された委員会
【予算決算】予算決算特別委員会�【総務】総務常任委員会
【産建】産業建設常任委員会� 【厚生】厚生常任委員会●全員賛成とした案件

番号 町 長 提 出 議 案 付託先
議第68号 令和６年度日野町一般会計歳入歳出決算について
議第69号 令和６年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について
議第70号 令和６年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算について
議第71号 令和６年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について
議第72号 令和６年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算について
議第73号 令和６年度日野町水道事業会計決算について
議第74号 令和６年度日野町下水道事業会計利益の処分および決算について
議第75号 日野町固定資産評価審査委員会委員の選任について －
議第76号 日野町農業構造改善事業施設（滋賀農業公園）の指定管理者の指定について 産建
議第77号 日野町林業センターの指定管理者の指定について 産建
議第78号 日野町森林空間活用施設の指定管理者の指定について 産建
議第79号 日野町勤労福祉会館の指定管理者の指定について 厚生
議第80号 日野町町民会館わたむきホール虹の指定管理者の指定について 総務
議第81号 日野町乳児等通園支援事業の設備および運営に関する基準を定める条例の制定について 厚生
議第82号 日野町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 厚生
議第84号 日野町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第86号 日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
等の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第87号 日野町上水道給水条例の一部を改正する条例の制定について 厚生
議第88号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第５号） 予算決算
議第89号 令和７年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 厚生
議第90号 令和７年度日野町介護保険特別会計補正予算（第２号） 厚生
議第91号 令和７年度日野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 厚生
議第92号 令和７年度日野町水道事業会計補正予算（第２号） 厚生
議第93号 財産の取得について（町道西大路鎌掛線用地） －

番号 議 員 提 出 議 案 　 　
決議案第１号 国会議員の定数削減に反対する意見書決議について

― 議第85号日野町会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いてに対する付帯決議について

●賛否が分かれた案件
番号 町長提出議案 付託先 結　果 錦

戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

議第83号
特別職の職員の給与等に関する条
例の一部を改正する条例の制定に
ついて

総務 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ／

議第85号
日野町会計年度任用職員の給与およ
び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

総務 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ／

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。

9月定例会議に提案され、
付託先の予算決算特別
委員会において審査を
行いました。

3 議会だより
日野町議会

2026.２.15



4議会だより
日野町議会

2026.２.15

職員の給与改正は妥当か！

議第85号の会計年度任用職員の
給与等の条例改正について　　　

学校給食の米価、大幅に高騰
次
ペ
ー
ジ
は
▼

委
員
会
か
ら
の
報
告

　本会議での総務常任委員長報告に対して、質疑が行われました。
　その後、反対討論・賛成討論があり、続いて採決を行い賛成多数で可決すべきも
のとなりましたが、議会として、議第85号に対して会計年度任用職員の給与は、正
規職員と同様の措置を講じていくこと、また必要な予算措置を求める付帯決議を全
員で決議しました。内容は下の二次元コードからご覧いただけます。

決算を深堀り、成果と課題を追求！予算決算
特別委員会

令和6年度決算
付託案件7件

予算決算
特別委員会

補正予算 
付託案件1件

問

問

問

問

答

答

答

答

内容 公共施設の管理体制

内容 町の人口増減状況

公共施設の管理体制については指定管理者制度とコンセッション方式（公
共施設の所有権を公共主体が有し、運営権を民間事業者に設定する方式）
があるが、当町ではどのような管理体制になっているか。

町の人口の実際の人数が、令和７年の予想値と概ね合っている。外国人等
の転入もあるかと思うが、どのような施策が功を奏しているのか。また、
移住施策等が人口減少に歯止めをかけているのか。

固定資産税については民間企業も設備等の投資に積極的であり、町としても重
要な財源である。これらの企業を増やすために企業誘致の最初のアプローチは
どのように進めているか。また、法人事業税交付金は県より町へ割当てられるが、
今年度は前年度より増えている。滋賀県の法人事業税交付金の状況はどうか。

ふるさと応援寄附事業は収入額（寄付額）が8,459万2千円（うち日野町への寄付
額7,631万円、災害対策代理寄附828万2千円）支出額が4,164万円である。日野町民
が他市町等へ行なったふるさと納税による税の減少もあると思うが実質プラスに
なっているのか。また寄付金の使途はどのように考えて予算に反映しているのか。

【反対討論】正規職員と差をつけるのは納得いかない。
【賛成討論】労働組合と一定の合意を得た上での議案である。

基本的に町が直営で管理しているが、わたむきホール虹・グリム冒険の
森・ブルーメの丘（一部の施設）・林業センター・勤労福祉会館の５施設
については指定管理している。

町の人口維持については外国人世帯の転入が大きい。定住・移住のために
はシビックプライド（訳：町民が町や地域に対して持つ「誇り」や「愛着」、

「共感」のこと）を高めること、転出した人が日野に帰ってきてもらえるよ
うな場所等の受け皿の取組、また、帰って来てからの子育てへの支援やシ
ルバー世代が活躍できる環境づくりなども必要と考える。

現在、民間主導で工場用地の造成を行っていることから、民間の開発事業
者が企業誘致の営業を行っている。町へ問い合わせがあれば開発事業者へ
取り次ぎをしている。法人事業税交付金については、従業者数に応じて交
付されるものであり、日野町ではそれほど増減がないことから、県内事業
者の業績が好調であることが要因と考えられる。

ふるさと応援寄附事業の総収入額8,459万2千円から経費合計4,164万円を引
いた4,295万2千円がプラスとなっており、その分は寄附者の意向や寄附の
目的に合わせて子育て支援や教育関係などの事業予算に活用している。
なお、他市町等へ出ていったふるさと納税による税の減少は3,417万円であ
り、878万2千円の黒字であるとみている。

日野町の人口推移
平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和2年 20,975

21,873

22,870

22,809

23,022

23,132

22,391

ピックアップ  学校給食事業賄材料費を78万５千円増額補正

内容

問

答

米価の値上がりによる不足分を増額補正

学校給食の米の購入と価格の現状は。

学校給食用の米の価格は、JAや町内業者から統一の価格で調達している。
当初予算では542円／㎏で計上していたが、令和７年４月には594円／㎏、 
10月には777円／㎏まで値上がりした。

総　務
常任委員会

付託案件
４件

本会議
付帯決議

12月23日

内容

内容

問

問

答

答

わたむきホール虹の指定管理者を日野町文化振興事業団に指定

会計年度任用職員の給与等の改定(４月に遡り支給しない)

休館日は住民サービスの観点からどのように対応しているのか。

なぜ遡及(さかのぼって過去の事まで効力を及ぼすこと)をしないのか。

住民サービス向上のため、休館日だった第４日曜日を開館日とし、職員には
指定休日制で平日に休みを取得してもらっている。

１年間計画的に働いてもらえる環境を整備することが望ましいと判断した。

ピックアップ  指定管理者の指定

ピックアップ  会計年度任用職員の給与等の改定

　令和７年10月20日・21日・29日・30日と４日間にわたり令和６年度の決算状況
について集中審査を行いました。すべての委員より様々な質疑・意見が出され、
結果として原案どおり認定すべきものと決しました。また、町道西大路鎌掛線道
路改良工事の現場に出向き、担当課より説明を受け、現地の状況を視察しました。
　質疑の主なものを紹介します。

公共施設管理事業公共施設管理事業

人口の将来展望人口の将来展望

固定資産税と法人事業税交付金固定資産税と法人事業税交付金

ふるさと応援寄附事業ふるさと応援寄附事業

内容 町税等の状況と企業誘致

内容 ふるさと応援寄付の収支と活用
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で
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！

造成中の工業団地

日野町ふるさと納税
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職員の給与改正は妥当か！

議第85号の会計年度任用職員の
給与等の条例改正について　　　

学校給食の米価、大幅に高騰
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　本会議での総務常任委員長報告に対して、質疑が行われました。
　その後、反対討論・賛成討論があり、続いて採決を行い賛成多数で可決すべきも
のとなりましたが、議会として、議第85号に対して会計年度任用職員の給与は、正
規職員と同様の措置を講じていくこと、また必要な予算措置を求める付帯決議を全
員で決議しました。内容は下の二次元コードからご覧いただけます。

決算を深堀り、成果と課題を追求！予算決算
特別委員会

令和6年度決算
付託案件7件

予算決算
特別委員会

補正予算 
付託案件1件

問

問

問

問

答

答

答

答

内容 公共施設の管理体制

内容 町の人口増減状況

公共施設の管理体制については指定管理者制度とコンセッション方式（公
共施設の所有権を公共主体が有し、運営権を民間事業者に設定する方式）
があるが、当町ではどのような管理体制になっているか。

町の人口の実際の人数が、令和７年の予想値と概ね合っている。外国人等
の転入もあるかと思うが、どのような施策が功を奏しているのか。また、
移住施策等が人口減少に歯止めをかけているのか。

固定資産税については民間企業も設備等の投資に積極的であり、町としても重
要な財源である。これらの企業を増やすために企業誘致の最初のアプローチは
どのように進めているか。また、法人事業税交付金は県より町へ割当てられるが、
今年度は前年度より増えている。滋賀県の法人事業税交付金の状況はどうか。

ふるさと応援寄附事業は収入額（寄付額）が8,459万2千円（うち日野町への寄付
額7,631万円、災害対策代理寄附828万2千円）支出額が4,164万円である。日野町民
が他市町等へ行なったふるさと納税による税の減少もあると思うが実質プラスに
なっているのか。また寄付金の使途はどのように考えて予算に反映しているのか。

【反対討論】正規職員と差をつけるのは納得いかない。
【賛成討論】労働組合と一定の合意を得た上での議案である。

基本的に町が直営で管理しているが、わたむきホール虹・グリム冒険の
森・ブルーメの丘（一部の施設）・林業センター・勤労福祉会館の５施設
については指定管理している。

町の人口維持については外国人世帯の転入が大きい。定住・移住のために
はシビックプライド（訳：町民が町や地域に対して持つ「誇り」や「愛着」、

「共感」のこと）を高めること、転出した人が日野に帰ってきてもらえるよ
うな場所等の受け皿の取組、また、帰って来てからの子育てへの支援やシ
ルバー世代が活躍できる環境づくりなども必要と考える。

現在、民間主導で工場用地の造成を行っていることから、民間の開発事業
者が企業誘致の営業を行っている。町へ問い合わせがあれば開発事業者へ
取り次ぎをしている。法人事業税交付金については、従業者数に応じて交
付されるものであり、日野町ではそれほど増減がないことから、県内事業
者の業績が好調であることが要因と考えられる。

ふるさと応援寄附事業の総収入額8,459万2千円から経費合計4,164万円を引
いた4,295万2千円がプラスとなっており、その分は寄附者の意向や寄附の
目的に合わせて子育て支援や教育関係などの事業予算に活用している。
なお、他市町等へ出ていったふるさと納税による税の減少は3,417万円であ
り、878万2千円の黒字であるとみている。

日野町の人口推移
平成2年

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和2年 20,975

21,873

22,870

22,809

23,022

23,132

22,391

ピックアップ  学校給食事業賄材料費を78万５千円増額補正

内容

問

答

米価の値上がりによる不足分を増額補正

学校給食の米の購入と価格の現状は。

学校給食用の米の価格は、JAや町内業者から統一の価格で調達している。
当初予算では542円／㎏で計上していたが、令和７年４月には594円／㎏、 
10月には777円／㎏まで値上がりした。

総　務
常任委員会

付託案件
４件

本会議
付帯決議

12月23日

内容

内容

問

問

答

答

わたむきホール虹の指定管理者を日野町文化振興事業団に指定

会計年度任用職員の給与等の改定(４月に遡り支給しない)

休館日は住民サービスの観点からどのように対応しているのか。

なぜ遡及(さかのぼって過去の事まで効力を及ぼすこと)をしないのか。

住民サービス向上のため、休館日だった第４日曜日を開館日とし、職員には
指定休日制で平日に休みを取得してもらっている。

１年間計画的に働いてもらえる環境を整備することが望ましいと判断した。

ピックアップ  指定管理者の指定

ピックアップ  会計年度任用職員の給与等の改定

　令和７年10月20日・21日・29日・30日と４日間にわたり令和６年度の決算状況
について集中審査を行いました。すべての委員より様々な質疑・意見が出され、
結果として原案どおり認定すべきものと決しました。また、町道西大路鎌掛線道
路改良工事の現場に出向き、担当課より説明を受け、現地の状況を視察しました。
　質疑の主なものを紹介します。

公共施設管理事業公共施設管理事業

人口の将来展望人口の将来展望

固定資産税と法人事業税交付金固定資産税と法人事業税交付金

ふるさと応援寄附事業ふるさと応援寄附事業

内容 町税等の状況と企業誘致

内容 ふるさと応援寄付の収支と活用

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

造成中の工業団地

日野町ふるさと納税

5 4議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2026.２.15 2026.２.15



6議会だより
日野町議会

2026.２.15

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

地域振興
対　策

特別委員会

産業建設
常任委員会

議員間討議を積極的に行い、議会を活性化！
こども誰でも通園制度開始

4つの柱で政策を具体化 町の施設、指定管理者制度と今後の方向性は？

付託案件
3件

厚　生
常任委員会

付託案件
9件

ピックアップ  桜谷こども園で開始予定

ピックアップ  地域限定保育士とは

日野町農業構造改善事業施設（滋賀農業公園）の
指定管理者の指定について

ピックアップ  日野町森林空間活用施設の指定管理者の指定について

内容

内容

問

問

答

答

令和８年４月から始まる、こども誰でも通園制度の事業を行うために必要
な設備および運営に関する基準を定めた。

県が実施する地域限定保育士試験（筆記試験と実技講習）の合格者は３年間
その県内で保育士として勤務可能。４年目以降は全国どこででも働ける制度。

滋賀農業公園ブルーメの丘の指定管理（令和8年4月～令和13年3月末）について

グリム冒険の森の指定管理（令和8年4月～令和13年3月末）について

こども誰でも通園制度についての詳しい内容についての周知方法は？

地域限定保育士の扱いについて、どのように考えているのか。

町との関係性や収支なども踏まえた指定管理者との連携状況は？

町が整備する建物や遊具、周辺道路の管理・修繕は適切か？施設の民間活
用や先進事例等、今後の方向性は？

こども誰でも通園制度は、現在実施しているわらべ地域子育て支援センタ
ーの「一時保育」や、つどいのひろば『ぽけっと』の「ちょこっと預かり」
とは利用する目的が違います。混同されないよう今後、町のホームページ
や広報ひの、子育て公式LINE「ひのこどもタウン」で周知します。

滋賀県も令和８年度から地域限定保育士制度を導入される。地域限定保育
士が日野町の保育施設を選択され、保育士不足解消につながることを期待
している。

町のPRや収支状況を意識し、引き続き管理者と密に連携を取っていく。

管理者との情報共有も含めて適宜修繕等を行い管理している。新たな視点
も取り入れ、管理者と連携し継続的な運営ができるように努める。

内容

内容

問

問

答

答

ピックアップ

①町内商工業（中小企業）の現状と課題
②町内農業（米、日野菜除く）の現状と課題調査研究

　前回までの委員会では、日野町は、進学・就職に加え、結婚・出産を機により
良い環境を求める流出、とりわけ19〜29歳の女性の転出が顕著であると分析し、
今回はその解決のため以下の点で政策を具体化していく事で合意しました。

　今後は「なぜ町を出るのか」「何があれば留まるのか」という実態を正確に
把握するため、転出者や若年夫婦を対象とした広聴を実施していく予定です。 
　また、現行施策との比較検討や、他自治体の先進事例調査を進めていきます。

①  働きやすい環境づくり　　：�地元企業と連携した雇用創出と、�
女性のキャリア形成支援。

②  子育て・家族へのサポート：�相談窓口の拡充や、親世代も含めた支
援体制の整備。

③ 多世代が住みやすい住環境：住宅取得支援や住環境の抜本的な改善。
④  魅力ある地域コミュニティ：�地域のしがらみを解消し、多世代が誇り

を持てる文化・資源の活用。

議会力
向　上

特別委員会
日野町の議員定数は14名が適切であるとの認識で一致日野町の議員定数は14名が適切であるとの認識で一致
　今年度、議員定数の議論を重ねてきました。市議会のように議員定数、事務局
の体制も異なる中で、しっかりと町の監視をしながら政策提言をしていくには現
在の定数は適切であるとの認識で一致しました。これから議会報告会を開催して
議会のことをもっと知ってもらい、意見交換の場を設けていきます。また、議員
になっても働きやすい環境づくりを進めていきます。

政策立案、提言に向けての研修会（全4回開催予定）政策立案、提言に向けての研修会（全4回開催予定）
　今年度、第３回目の研修会を12月9日に行いました。今回も講師を招き、決算資
料と日野町総合計画との関連性を学習し、「政策提言につなげていくにはどうして
いけば良いか」を学びました。グループワーク形式で意見交換、各グループで発
表しながら進めています。

スタートした取り組み
・�議員のなり手不足対策�
　議場を使った体験·報告会を実施予定

・一般質問の事前勉強会
・視察研修の候補地選定

今後の取り組み・課題
・報酬審議会へ定期的な報告
・�女性が議員になっても働きやすい�
環境づくり
・�日野町議会業務継続計画の見直し（継続）
・広報や広聴の更なる充実（継続）

7 6議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2026.２.15 2026.２.15

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！



次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

7 議会だより
日野町議会

2026.２.15

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

地域振興
対　策

特別委員会

産業建設
常任委員会

議員間討議を積極的に行い、議会を活性化！
こども誰でも通園制度開始

4つの柱で政策を具体化 町の施設、指定管理者制度と今後の方向性は？

付託案件
3件

厚　生
常任委員会

付託案件
9件

ピックアップ  桜谷こども園で開始予定

ピックアップ  地域限定保育士とは

日野町農業構造改善事業施設（滋賀農業公園）の
指定管理者の指定について

ピックアップ  日野町森林空間活用施設の指定管理者の指定について

内容

内容

問

問

答

答

令和８年４月から始まる、こども誰でも通園制度の事業を行うために必要
な設備および運営に関する基準を定めた。

県が実施する地域限定保育士試験（筆記試験と実技講習）の合格者は３年間
その県内で保育士として勤務可能。４年目以降は全国どこででも働ける制度。

滋賀農業公園ブルーメの丘の指定管理（令和8年4月～令和13年3月末）について

グリム冒険の森の指定管理（令和8年4月～令和13年3月末）について

こども誰でも通園制度についての詳しい内容についての周知方法は？

地域限定保育士の扱いについて、どのように考えているのか。

町との関係性や収支なども踏まえた指定管理者との連携状況は？

町が整備する建物や遊具、周辺道路の管理・修繕は適切か？施設の民間活
用や先進事例等、今後の方向性は？

こども誰でも通園制度は、現在実施しているわらべ地域子育て支援センタ
ーの「一時保育」や、つどいのひろば『ぽけっと』の「ちょこっと預かり」
とは利用する目的が違います。混同されないよう今後、町のホームページ
や広報ひの、子育て公式LINE「ひのこどもタウン」で周知します。

滋賀県も令和８年度から地域限定保育士制度を導入される。地域限定保育
士が日野町の保育施設を選択され、保育士不足解消につながることを期待
している。

町のPRや収支状況を意識し、引き続き管理者と密に連携を取っていく。

管理者との情報共有も含めて適宜修繕等を行い管理している。新たな視点
も取り入れ、管理者と連携し継続的な運営ができるように努める。

内容

内容

問

問

答

答

ピックアップ

①町内商工業（中小企業）の現状と課題
②町内農業（米、日野菜除く）の現状と課題調査研究

　前回までの委員会では、日野町は、進学・就職に加え、結婚・出産を機により
良い環境を求める流出、とりわけ19〜29歳の女性の転出が顕著であると分析し、
今回はその解決のため以下の点で政策を具体化していく事で合意しました。

　今後は「なぜ町を出るのか」「何があれば留まるのか」という実態を正確に
把握するため、転出者や若年夫婦を対象とした広聴を実施していく予定です。 
　また、現行施策との比較検討や、他自治体の先進事例調査を進めていきます。

①  働きやすい環境づくり　　：�地元企業と連携した雇用創出と、�
女性のキャリア形成支援。

②  子育て・家族へのサポート：�相談窓口の拡充や、親世代も含めた支
援体制の整備。

③ 多世代が住みやすい住環境：住宅取得支援や住環境の抜本的な改善。
④  魅力ある地域コミュニティ：�地域のしがらみを解消し、多世代が誇り

を持てる文化・資源の活用。

議会力
向　上

特別委員会
日野町の議員定数は14名が適切であるとの認識で一致日野町の議員定数は14名が適切であるとの認識で一致
　今年度、議員定数の議論を重ねてきました。市議会のように議員定数、事務局
の体制も異なる中で、しっかりと町の監視をしながら政策提言をしていくには現
在の定数は適切であるとの認識で一致しました。これから議会報告会を開催して
議会のことをもっと知ってもらい、意見交換の場を設けていきます。また、議員
になっても働きやすい環境づくりを進めていきます。

政策立案、提言に向けての研修会（全4回開催予定）政策立案、提言に向けての研修会（全4回開催予定）
　今年度、第３回目の研修会を12月9日に行いました。今回も講師を招き、決算資
料と日野町総合計画との関連性を学習し、「政策提言につなげていくにはどうして
いけば良いか」を学びました。グループワーク形式で意見交換、各グループで発
表しながら進めています。

スタートした取り組み
・�議員のなり手不足対策�
　議場を使った体験·報告会を実施予定
・一般質問の事前勉強会
・視察研修の候補地選定

今後の取り組み・課題
・報酬審議会へ定期的な報告
・�女性が議員になっても働きやすい�
環境づくり
・�日野町議会業務継続計画の見直し（継続）
・広報や広聴の更なる充実（継続）
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で
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！



令和令和７７年年1212月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序

町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
12人の議員が一般質問を行いました。12人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答スペースの関係で〇のついた番号の質問と答
弁を掲載しています。弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。

（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をイン�一般質問において議員が使用した資料をイン
ターネットでご覧いただけます。ターネットでご覧いただけます。

一般質問の一般質問の
録画視聴ができます録画視聴ができます

一般質問の配付資料を一般質問の配付資料を
ご覧いただけますご覧いただけます

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

１ 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や

１	 日野菜の生産振興に必要な施策は何か P.9

２ 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる

１	 町の農業の現状と課題、対策、地域づくりについて P.20

３ 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう １	 名神名阪連絡道路の日野町内のルートについて

２	 中山間地域等直接支払交付金事業について P.10

４ 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お

１	 日野町の森林・林業について P.11

５ 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き １	 ガソリン等暫定税率廃止。暮らしと町行政への影響は？

２	 県内のクマ出没状況と日野町の現状・対策を伺う P.12

６ 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと １	 少子化対策、令和８年から先を見据えて

２	 スマホ・SNSと教育 P.13

７ 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき １	 学校給食無償化へのロードマップ

２	 町の高齢者の健康と介護保険 P.14

８ 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ １	 大きすぎる認定こども園 見直しが必要では

２	 奨学金返還制度の充実で若者を日野町に P.15

９ 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き １	 町の財政運営、予算管理は、財政基盤強化は？

２	 町のふるさと納税は順調に推移しているのか P.16

10 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき

１	 体験格差解消に向けた取り組みはどうする？ P.17

11 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ １	 安心・安全なまちづくりについて

２	 介護予防ボランティアについて P.18

12 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お

１	 人家近くまで下りてきたイノシシへの獣害対策は
２	� 児童数減少による通学区域柔軟化対応モデル事業の更な
る拡充を

３	 日野町南部の道路ネットワークを考える
P.19
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一 質般 問

農家の手間を減らしていく事も有効だと考える

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

日野菜の生産振興に必要な施策は何か

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

　
①
日
野
町
に
と
っ

て
第
６
次
総
合
計
画

は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
ど
の

よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
も
の

な
の
か
を
伺
う
。

②
分
野
９
農
業
の「
め
ざ
す

姿
」に
日
野
菜
の
生
産
を
当

て
は
め
た
場
合
、２
０
３
０

年
に
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に

な
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

③「
め
ざ
す
姿
」の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
目
標
数
値
は
２

０
３
０
年
に
は
集
荷
量
70
ｔ
、

中
間
年
度
で
あ
る
２
０
２
５

年
に
は
56
ｔ
の
認
識
で
間
違

い
は
な
い
か
。

④
目
標
達
成
の
た
め
に
こ
の

５
年
間
ど
の
よ
う
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
か
を
知
り

た
い
。

⑤
本
年
度
の
日
野
菜
の
出
荷

量
の
見
込
み
は
24
ｔ
程
度
で

目
標
56
ｔ
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
と
聞
い
た
が
そ
れ
に

対
し
て
の
反
省
点
は
あ
る
か
。

⑥
次
の
５
年
で
70
ｔ
達
成
す

る
た
め
の
生
産
振
興
に
は
何

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

①
第
６
次
日
野
町
総

合
計
画
は
、日
野
町

の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
う
え
で
最
上
位
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
非
常
に
重
要
な

計
画
で
あ
り
、10
年
先
を
見

据
え
た
ま
ち
全
体
の
方
向
性

を
示
し
て
お
り
、学
識
経
験

者
、各
種
団
体
代
表
者
な
ど

の
住
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

得
て
検
討
さ
れ
た
後
、議
会

で
の
議
決
を
も
っ
て
決
定
さ

れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。こ

の
計
画
は
、具
体
的
方
策
を

示
す
指
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
分
野
に
お
け
る
個
別
計
画

と
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
、

施
策
の
必
要
性
や
優
先
順
位

を
検
討
す
る
際
に
共
通
の
基

盤
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。 

②
日
野
菜
の
生
産
に
関
し
て

の「
め
ざ
す
姿
」は
、多
様
な

担
い
手
が
確
保
さ
れ
、生
産

か
ら
加
工
販
売
ま
で
が
安
定

し
て
行
わ
れ
る
状
態
が
あ
る

べ
き
姿
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。具
体
的
に
は
生
産
者

の
作
業
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

品
質
の
高
い
日
野
菜
が
適
正

な
価
格
で
取
引
さ
れ
、所
得

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

③
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。

④
日
野
菜
生
産
部
会
や
深
山

口
原
種
組
合
の
活
動
支
援

の
ほ
か
、国
の
G
I
認
証
を

活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
、J
A
の
日
野
農
産
物
加

工
施
設
の
生
産
性
向
上
の
た

め
の
機
械
導
入
支
援
等
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
令

和
６
年
度
か
ら「
日
野
菜
振

興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の

雇
用
に
加
え
、令
和
７
年
度

か
ら
は
J
A
の
日
野
農
産
物

加
工
施
設
へ
の
出
荷
者
に
対

し
、J
A
の
買
い
取
り
額
と

同
額
を
町
か
ら
助
成
し
て
お

り
、生
産
現
場
へ
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
気
象
条
件
の
変
化
に
よ
る

高
温
障
害
や
害
虫
被
害
、そ

し
て
生
産
者
の
高
齢
化
等
に

対
し
て
現
在
の
施
策
だ
け
で

は
十
分
に
応
え
き
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

⑥
や
は
り
状
況
を
見
る
限
り

手
間
を
減
ら
し
て
い
く
事
が

有
効
だ
と
考
え
、気
温
対
策

や
害
虫
対
策
も
進
め
て
い
く

事
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

出
荷
の
手
間
に
関
し
て
は
外

部
委
託
や
労
働
力
の
雇
用
の

支
援
の
可
能
性
に
つ
い
て
生

産
部
会
や
J
A
等
と
研
究
や

検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第6次日野町総合計画 
＝町の最上位計画

将来像：�時代の変化に対応し　�
だれもが輝き　ともに創るまち“日野”

⇧達成するための
5つの政策の柱→10の政策→34の分野

34の分野の1つ、⑨農業
めざす姿：�多様な農業経営体を育成し特産農産物

をはじめとする地域農業の安定と、身
近に「農」のある暮らしができるまち

指標：�めざす姿の実現に向けた取組状況を把握す
るための数値

令和７年度 日野菜出荷量
目標値(指標) 56ｔ
予想出荷量 24ｔ
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一 質般 問

農
業
が
厳
し
さ
を
増
す
中
に

お
い
て
交
付
金
の
使
途
の
自

由
度
が
高
く
、
国
・
県
の
負

担
割
合
が
３
分
の
２
以
上
あ

る
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
」
の
取
り
組
み
が
、

条
件
が
不
利
な
地
域
の
格
差

を
是
正
し
、
農
業
の
継
続
・

振
興
に
有
効
で
あ
る
と
判
断

し
た
た
め
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
法
律
が
時
限
法
な
の
は
、

一
定
期
間
に
集
中
し
て
事
業

を
実
施
し
、
効
果
を
発
揮
さ

せ
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で

す
。

　
10
月
26
日
（
日
）

日
野
町
林
業
セ
ン
タ

ー
に
て
、
名
神
名
阪
連
絡
道

路
に
関
し
て
町
民
向
け
に

「
み
な
さ
ま
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と

で
県
の
説
明
会
が
あ
り
、
私

も
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
こ

の
道
路
は
名
神
高
速
道
路
八

日
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
か
ら
名
阪
国
道
上
柘
植
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
を
結

ぶ
、
延
長
約
30
km
の
計
画
中

の
道
路
で
す
。

　
こ
の
計
画
道
路
の
周
辺
は
、

滋
賀
県
東
近
江
市
か
ら
三
重

県
伊
賀
市
ま
で
と
い
う
こ
と

で
、
関
西
圏
と
中
京
圏
の
中

間
に
位
置
し
、
多
く
の
企
業

が
集
積
し
て
い
る
地
域
に
あ

た
る
と
の
説
明
で
し
た
。
そ

し
て
建
設
に
つ
い
て
の
概
要

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
で
、
こ
の
道

路
が
日
野
町
を
通
る
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
道
路
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
連
絡
道
と
い
う
の

は
、
そ
の
目
的
か
ら
し
て
な

る
べ
く
最
短
距
離
を
計
画
す

る
も
の
で
す
。
そ
う
す
る
と

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

耕
作
条
件
が
不
利
な
地
域
の
格
差
を
是
正
す
る
も
の

　
こ
の
事
業
の
目
的

は
、
農
業
生
産
活
動

を
す
る
に
あ
た
っ
て
生
産
条

件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に

あ
る
農
地
を
支
援
す
る
た
め

の
国
の
交
付
金
制
度
で
あ
り
、

日
野
町
で
は
令
和
３
年
度
か

ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
令
和
６
年
度

ま
で
は
対
象
農
用
地
の
勾
配

が
20
分
の
１
以
上
の
「
急
傾

斜
農
地
」
が
対
象
で
し
た
が
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
対
象
農

用
地
の
勾
配
が
50
分
の
１
以

上
、
20
分
の
１
未
満
の
「
緩

傾
斜
農
地
」
ま
で
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
急
傾
斜
地

の
交
付
金
単
価
は
反

（
10
a
）
あ
た
り
２
万
１
千

円
、
緩
傾
斜
地
の
そ
れ
は
８

千
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

名神名阪連絡道路の日野町内のルートについて

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

日
野
町
に
は
工
場
用
地
や
宅

造
地
が
あ
る
た
め
こ
れ
を
避

け
て
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
る
と
そ
の
東
側
か
西
側
の

い
ず
れ
か
を
通
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
日
野
町
と
し
て
、
何
十
年

も
先
の
将
来
の
発
展
を
考
え

た
場
合
、
こ
の
連
絡
道
路
の

ル
ー
ト
は
町
に
と
っ
て
ど
ち

ら
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
名
神
名
阪
連
絡
道

路
が
で
き
る
こ
と
で
、

町
内
に
立
地
す
る
多
く
の
企

業
・
事
業
所
の
経
済
活
動
・

生
産
活
動
を
支
え
る
物
流
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
生
産

性
が
大
き
く
向
上
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

慢
性
的
に
発
生
す
る
国
道
３

０
７
号
の
渋
滞
解
消
や
物
流

道
路
と
生
活
道
路
の
明
確
化

に
よ
り
、
住
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ト
が

町
の
ど
こ
を
通
る
か
に
つ
い

て
は
、
町
も
大
変
関
心
が
深

く
、
情
報
が
あ
れ
ば
早
期
に

　
そ
こ
で
質
問
で
す
が
、
日

野
町
で
は
こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
集
落
は
何
集
落

あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
過
去

に
は
こ
う
し
た
交
付
金
制
度

は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
令

和
に
な
っ
て
こ
う
し
た
事
業

に
取
り
組
み
始
め
ら
れ
た
理

由
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
こ
の
事
業
が
期
間
限

定
で
行
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
で

す
か
。
町
と
し
て
の
受
け
止

め
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
へ
の
取

り
組
み
集
落
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
は
８
集
落
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
17
集
落

で
す
。
ま
た
令
和
に
な
っ
て

か
ら
こ
の
事
業
を
開
始
し
た

理
由
は
、
令
和
元
年
に
棚

田
地
域
振
興
法
が
施
行
さ

れ
、
町
内
全
域
で
要
件
を
満

た
せ
ば
指
定
棚
田
地
域
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
中
山
間
地
の

入
手
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
地
元
の
意

見
を
慎
重
に
聞
き
入
れ
た
形

で
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地元の意見を慎重に聞き入れた形でルートが示されるよう要望している

　
い
ま
、日
本
中
で

起
こ
っ
て
い
る「
ク

マ
の
出
没
」・「
森
林
火
災
」は
、

住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、ま
た
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
野

町
の
森
林
・
林
業
行
政
の
現

状
を
再
確
認
し
、こ
れ
ら
を

取
り
巻
く
情
勢
と
課
題
を
町

民
の
皆
さ
ん
と
も
共
有
し
た

く
、以
下
質
問
し
ま
す
。

①
森
林
組
合
の
合
併
に
よ
り

日
野
町
の
森
林
管
理
は
。

②
町
内
４
つ
の
生
産
森
林
組

合
の
運
営
状
況
は
。

③
滋
賀
県
造
林
公
社
が
、多

額
の
債
務
の
返
済
の
め
ど
が

立
た
な
い
こ
と
か
ら
解
散
す

る
方
針
が
明
ら
か
に
な
っ
た

が
当
町
へ
の
影
響
は
。

④
高
齢
化
の
進
展
で
、「
山
の

境
界
が
分
か
ら
な
い
」「
相
続

が
出
来
な
い
」問
題
に
つ
い
て
。

⑤
動
物
に
よ
る
被
害
で
、植

林
し
て
も
木
が
育
た
な
い
、

立
木
も
皮
を
剥（
む
）か
れ
て

育
た
な
い
問
題
に
つ
い
て
。

⑥
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
町
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

⑦「
ク
マ
の
出
没
」に
つ
い
て
。

⑧「
森
林
火
災
」の
町
の
取
組

み
に
つ
い
て
。

以
上
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
滋
賀
県
森
林
組
合

は
、旧
組
合
の

各
事
業
所（
日
野
支
所
）

が
森
林
管
理
、相
談
や

委
託
し
や
す
い
関
係
を

合
併
前
と
同
様
に
維
持

さ
れ
て
い
る
。

②
各
生
産
森
林
組
合
は
、

長
期
的
な
木
材
価
格
の

低
迷
に
よ
り
、木
材
販

売
だ
け
で
は
安
定
し
た

収
入
確
保
は
難
し
い
。

③
滋
賀
県
造
林
公
社
は
、

基
本
的
に
森
林
所
有
者

と
の
合
意
解
約
を
検
討
さ
れ

て
い
る
。引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
る
。

④
山
の
境
界
が
分
か
ら
な
い

原
因
は
、世
代
交
代
、未
登
記
、

不
在
村
、山
へ
の
関
心
の
低

　
４
つ
の
生
産
森
林

組
合
で
構
成
す
る

「
日
野
町
森
林
組
合
連
絡
協

議
会
の
要
望
の
内
、①
森
林

環
境
譲
与
税
を
含
め
た
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
②
水
木

森林境界明確化、森林経営管理制度の実施など推進する

日野町の森林・林業について

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

下
と
認
識
し
て
い
る
。今
後
、

現
地
立
会
が
省
略
で
き
、広

範
囲
の
森
林
を
対
象
に
で
き

る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技

術
を
活
用
し
た
手
法
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。

⑤
動
物
被
害
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
問
題
が
あ
り
懸
念
し

て
い
る
が
、日
野
町
で
は
伊

吹
山
の
よ
う
な
シ
カ
の
食
害

に
よ
る「
裸
地
化（
ら
ち
か
）」

ま
で
は
進
ん
で
い
な
い
。

⑥
森
林
環
境
譲
与
税
は
、国

が
法
律
で
定
め
る
施
策
と
し

て
、森
林
の
境
界
明
確
化
、里

山
整
備
、公
共
施
設
の
木
質

化
、森
林
組
合
の
機
械
導
入

支
援
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

⑦
ク
マ
問
題
は
、現
在
日
野

町
で
は
目
撃
や
痕
跡
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、安
心
で

き
る
状
況
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。庁
内
の
連
絡
体

制
や
※「
緊
急
銃
猟
」を
行
う

手
順
、猟
友
会
等
と
の
連
携

な
ど
を
主
監
課
長
会
で
も
共

有
し
た
。引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
る
。

⑧
森
林
火
災
の
防
止
に
つ
い

て
は
、生
産
森
林
組
合
お
よ

び
滋
賀
県
森
林
組
合
等
に
よ

る
啓
発
看
板
の
設
置
、パ
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。

町
は
、ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や

森
林
保
険
へ
の
加
入
経
費
の

支
援
を
し
て
い
る
。

※「
緊
急
銃
猟
」と
は
、自
治
体
の
判

断
で
、銃
器
に
よ
る
ク
マ
な
ど
の
駆

除
が
可
能
に
な
る
仕
組
み
で
、鳥
獣

保
護
管
理
法
に
基
づ
き
令
和
７
年
９

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

谷
林
道
の
落
石
防
止
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
補
助
金
の
増
額
は
、

森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
、効
果

的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

②
水
木
谷
林
道
の
落
石
防
止

対
策
は
、林
道
全
体
の
抜
本
的

な
対
策
が
必
要
で
工
事
規
模

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、効
果
的

で
効
率
的
な
対
策
を
県
や
関

係
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◇
要
望
と
し
て

　
い
ま
、日
野
町
の
森
林
・

林
業
は
、高
齢
化
に
よ
る
境

界
問
題
や
相
続
、動
物
被
害
、

ク
マ
の
出
没
、森
林
火
災
、

木
材
価
格
の
下
落
等
々
大

変
困
っ
て
い
ま
す
。町
が
主

導
し
、滋
賀
県
森
林
組
合
と

４
つ
の
生
産
森
林
組
合
と

の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、「
緑
の
羽
根
募
金
」

や「
森
林
環
境
税
」な
ど
の

周
知
の
際
に
、森
林
の
多
面

的
な
機
能
や
町
の
取
組
み

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
ら

せ
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

11 議会だより
日野町議会

2026.２.15

一 質般 問

農
業
が
厳
し
さ
を
増
す
中
に

お
い
て
交
付
金
の
使
途
の
自

由
度
が
高
く
、
国
・
県
の
負

担
割
合
が
３
分
の
２
以
上
あ

る
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
」
の
取
り
組
み
が
、

条
件
が
不
利
な
地
域
の
格
差

を
是
正
し
、
農
業
の
継
続
・

振
興
に
有
効
で
あ
る
と
判
断

し
た
た
め
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
法
律
が
時
限
法
な
の
は
、

一
定
期
間
に
集
中
し
て
事
業

を
実
施
し
、
効
果
を
発
揮
さ

せ
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で

す
。

　
10
月
26
日
（
日
）

日
野
町
林
業
セ
ン
タ

ー
に
て
、
名
神
名
阪
連
絡
道

路
に
関
し
て
町
民
向
け
に

「
み
な
さ
ま
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と

で
県
の
説
明
会
が
あ
り
、
私

も
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
こ

の
道
路
は
名
神
高
速
道
路
八

日
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
か
ら
名
阪
国
道
上
柘
植
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
を
結

ぶ
、
延
長
約
30
km
の
計
画
中

の
道
路
で
す
。

　
こ
の
計
画
道
路
の
周
辺
は
、

滋
賀
県
東
近
江
市
か
ら
三
重

県
伊
賀
市
ま
で
と
い
う
こ
と

で
、
関
西
圏
と
中
京
圏
の
中

間
に
位
置
し
、
多
く
の
企
業

が
集
積
し
て
い
る
地
域
に
あ

た
る
と
の
説
明
で
し
た
。
そ

し
て
建
設
に
つ
い
て
の
概
要

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
で
、
こ
の
道

路
が
日
野
町
を
通
る
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
道
路
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
連
絡
道
と
い
う
の

は
、
そ
の
目
的
か
ら
し
て
な

る
べ
く
最
短
距
離
を
計
画
す

る
も
の
で
す
。
そ
う
す
る
と

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

耕
作
条
件
が
不
利
な
地
域
の
格
差
を
是
正
す
る
も
の

　
こ
の
事
業
の
目
的

は
、
農
業
生
産
活
動

を
す
る
に
あ
た
っ
て
生
産
条

件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に

あ
る
農
地
を
支
援
す
る
た
め

の
国
の
交
付
金
制
度
で
あ
り
、

日
野
町
で
は
令
和
３
年
度
か

ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
令
和
６
年
度

ま
で
は
対
象
農
用
地
の
勾
配

が
20
分
の
１
以
上
の
「
急
傾

斜
農
地
」
が
対
象
で
し
た
が
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
対
象
農

用
地
の
勾
配
が
50
分
の
１
以

上
、
20
分
の
１
未
満
の
「
緩

傾
斜
農
地
」
ま
で
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
急
傾
斜
地

の
交
付
金
単
価
は
反

（
10
a
）
あ
た
り
２
万
１
千

円
、
緩
傾
斜
地
の
そ
れ
は
８

千
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

名神名阪連絡道路の日野町内のルートについて

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう
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日
野
町
に
は
工
場
用
地
や
宅

造
地
が
あ
る
た
め
こ
れ
を
避

け
て
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
る
と
そ
の
東
側
か
西
側
の

い
ず
れ
か
を
通
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
日
野
町
と
し
て
、
何
十
年

も
先
の
将
来
の
発
展
を
考
え

た
場
合
、
こ
の
連
絡
道
路
の

ル
ー
ト
は
町
に
と
っ
て
ど
ち

ら
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
名
神
名
阪
連
絡
道

路
が
で
き
る
こ
と
で
、

町
内
に
立
地
す
る
多
く
の
企

業
・
事
業
所
の
経
済
活
動
・

生
産
活
動
を
支
え
る
物
流
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
生
産

性
が
大
き
く
向
上
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

慢
性
的
に
発
生
す
る
国
道
３

０
７
号
の
渋
滞
解
消
や
物
流

道
路
と
生
活
道
路
の
明
確
化

に
よ
り
、
住
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ト
が

町
の
ど
こ
を
通
る
か
に
つ
い

て
は
、
町
も
大
変
関
心
が
深

く
、
情
報
が
あ
れ
ば
早
期
に

　
そ
こ
で
質
問
で
す
が
、
日

野
町
で
は
こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
集
落
は
何
集
落

あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
過
去

に
は
こ
う
し
た
交
付
金
制
度

は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
令

和
に
な
っ
て
こ
う
し
た
事
業

に
取
り
組
み
始
め
ら
れ
た
理

由
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
こ
の
事
業
が
期
間
限

定
で
行
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
で

す
か
。
町
と
し
て
の
受
け
止

め
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
へ
の
取

り
組
み
集
落
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
は
８
集
落
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
17
集
落

で
す
。
ま
た
令
和
に
な
っ
て

か
ら
こ
の
事
業
を
開
始
し
た

理
由
は
、
令
和
元
年
に
棚

田
地
域
振
興
法
が
施
行
さ

れ
、
町
内
全
域
で
要
件
を
満

た
せ
ば
指
定
棚
田
地
域
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
中
山
間
地
の

入
手
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
地
元
の
意

見
を
慎
重
に
聞
き
入
れ
た
形

で
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地元の意見を慎重に聞き入れた形でルートが示されるよう要望している

　
い
ま
、日
本
中
で

起
こ
っ
て
い
る「
ク

マ
の
出
没
」・「
森
林
火
災
」は
、

住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、ま
た
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
野

町
の
森
林
・
林
業
行
政
の
現

状
を
再
確
認
し
、こ
れ
ら
を

取
り
巻
く
情
勢
と
課
題
を
町

民
の
皆
さ
ん
と
も
共
有
し
た

く
、以
下
質
問
し
ま
す
。

①
森
林
組
合
の
合
併
に
よ
り

日
野
町
の
森
林
管
理
は
。

②
町
内
４
つ
の
生
産
森
林
組

合
の
運
営
状
況
は
。

③
滋
賀
県
造
林
公
社
が
、多

額
の
債
務
の
返
済
の
め
ど
が

立
た
な
い
こ
と
か
ら
解
散
す

る
方
針
が
明
ら
か
に
な
っ
た

が
当
町
へ
の
影
響
は
。

④
高
齢
化
の
進
展
で
、「
山
の

境
界
が
分
か
ら
な
い
」「
相
続

が
出
来
な
い
」問
題
に
つ
い
て
。

⑤
動
物
に
よ
る
被
害
で
、植

林
し
て
も
木
が
育
た
な
い
、

立
木
も
皮
を
剥（
む
）か
れ
て

育
た
な
い
問
題
に
つ
い
て
。

⑥
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
町
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

⑦「
ク
マ
の
出
没
」に
つ
い
て
。

⑧「
森
林
火
災
」の
町
の
取
組

み
に
つ
い
て
。

以
上
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
滋
賀
県
森
林
組
合

は
、旧
組
合
の

各
事
業
所（
日
野
支
所
）

が
森
林
管
理
、相
談
や

委
託
し
や
す
い
関
係
を

合
併
前
と
同
様
に
維
持

さ
れ
て
い
る
。

②
各
生
産
森
林
組
合
は
、

長
期
的
な
木
材
価
格
の

低
迷
に
よ
り
、木
材
販

売
だ
け
で
は
安
定
し
た

収
入
確
保
は
難
し
い
。

③
滋
賀
県
造
林
公
社
は
、

基
本
的
に
森
林
所
有
者

と
の
合
意
解
約
を
検
討
さ
れ

て
い
る
。引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
る
。

④
山
の
境
界
が
分
か
ら
な
い

原
因
は
、世
代
交
代
、未
登
記
、

不
在
村
、山
へ
の
関
心
の
低

　
４
つ
の
生
産
森
林

組
合
で
構
成
す
る

「
日
野
町
森
林
組
合
連
絡
協

議
会
の
要
望
の
内
、①
森
林

環
境
譲
与
税
を
含
め
た
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
②
水
木

森林境界明確化、森林経営管理制度の実施など推進する

日野町の森林・林業について

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

下
と
認
識
し
て
い
る
。今
後
、

現
地
立
会
が
省
略
で
き
、広

範
囲
の
森
林
を
対
象
に
で
き

る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技

術
を
活
用
し
た
手
法
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。

⑤
動
物
被
害
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
問
題
が
あ
り
懸
念
し

て
い
る
が
、日
野
町
で
は
伊

吹
山
の
よ
う
な
シ
カ
の
食
害

に
よ
る「
裸
地
化（
ら
ち
か
）」

ま
で
は
進
ん
で
い
な
い
。

⑥
森
林
環
境
譲
与
税
は
、国

が
法
律
で
定
め
る
施
策
と
し

て
、森
林
の
境
界
明
確
化
、里

山
整
備
、公
共
施
設
の
木
質

化
、森
林
組
合
の
機
械
導
入

支
援
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

⑦
ク
マ
問
題
は
、現
在
日
野

町
で
は
目
撃
や
痕
跡
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、安
心
で

き
る
状
況
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。庁
内
の
連
絡
体

制
や
※「
緊
急
銃
猟
」を
行
う

手
順
、猟
友
会
等
と
の
連
携

な
ど
を
主
監
課
長
会
で
も
共

有
し
た
。引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
る
。

⑧
森
林
火
災
の
防
止
に
つ
い

て
は
、生
産
森
林
組
合
お
よ

び
滋
賀
県
森
林
組
合
等
に
よ

る
啓
発
看
板
の
設
置
、パ
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。

町
は
、ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や

森
林
保
険
へ
の
加
入
経
費
の

支
援
を
し
て
い
る
。

※「
緊
急
銃
猟
」と
は
、自
治
体
の
判

断
で
、銃
器
に
よ
る
ク
マ
な
ど
の
駆

除
が
可
能
に
な
る
仕
組
み
で
、鳥
獣

保
護
管
理
法
に
基
づ
き
令
和
７
年
９

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

谷
林
道
の
落
石
防
止
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
補
助
金
の
増
額
は
、

森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
、効
果

的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

②
水
木
谷
林
道
の
落
石
防
止

対
策
は
、林
道
全
体
の
抜
本
的

な
対
策
が
必
要
で
工
事
規
模

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、効
果
的

で
効
率
的
な
対
策
を
県
や
関

係
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◇
要
望
と
し
て

　
い
ま
、日
野
町
の
森
林
・

林
業
は
、高
齢
化
に
よ
る
境

界
問
題
や
相
続
、動
物
被
害
、

ク
マ
の
出
没
、森
林
火
災
、

木
材
価
格
の
下
落
等
々
大

変
困
っ
て
い
ま
す
。町
が
主

導
し
、滋
賀
県
森
林
組
合
と

４
つ
の
生
産
森
林
組
合
と

の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、「
緑
の
羽
根
募
金
」

や「
森
林
環
境
税
」な
ど
の

周
知
の
際
に
、森
林
の
多
面

的
な
機
能
や
町
の
取
組
み

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
ら

せ
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

的
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」に
基
づ
い
た

「
日
野
町
く
ら
し
安
心
ひ
と
づ

く
り
総
合
戦
略
」に
お
い
て

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
希
望
の

実
現
」を
基
本
目
標
に
掲
げ
時

代
の
変
化
に
対
応
し
、人
口
減

少
カ
ー
ブ
の
緩
和
に
努
め
つ

つ
、次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
内
の
ク
マ
出
没
状
況
と
日
野
町
の
現
状・対
策
を
伺
う

　
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定

税
率（
25
・
１
円
／

ℓ
）は
２
０
２
５
年
12
月
31
日

で
廃
止
さ
れ
、軽
油
の
暫
定
税

率（
17・１
円
／
ℓ
）も
26
年
４

月
１
日
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
日
野
町
な
ど
１
人

１
台
の
車
所
有
が
当
た
り
前

の
地
域
で
は
、世
帯
あ
た
り
年

間
数
万
円
の
負
担
軽
減
に
な

る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、暫
定
税
率
に
は
地
方

揮
発
油
税
の
上
乗
せ
分
が
含

ま
れ
、そ
れ
が
地
方
揮
発
油

譲
与
税
と
し
て
市
町
村
に
配

分
さ
れ
て
お
り
、暫
定
税
率

廃
止
で
こ
の
上
乗
せ
が
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、地
方
全
体
で

年
間
約
５
千
億
円
、日
野
町

だ
と
年
間
１
，６
０
０
～
２
，

７
０
０
万
円
規
模
の
減
収
と

な
る
可
能
性
が
高
く
、も
し
国

が
恒
久
財
源
で
完
全
補
填
し

な
い
場
合
は
、道
路
舗
装
修
繕

や
除
草・側
溝
清
掃
な
ど
の
維

持
費
に
じ
わ
じ
わ
効
い
て
く

る
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。

道
路
整
備
や
草
刈
り
、橋
梁
長

寿
命
化
等
へ
の
影
響
を
伺
い

ま
す
。

　
ご
指
摘
通
り
直
接

影
響
を
受
け
る
の
が

地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
減
額

で
あ
る
。令
和
６
年
度
決
算

で
は
１
，９
４
５
万
４
千
円

を
収
入
し
て
い
る
が
暫
定
税

率
廃
止
で
３
０
０
万
円
の
減

収
が
見
込
ま
れ
る
。国
や
県

の
収
入
も
大
幅
減
収
と
な
る

　
滋
賀
県
に
は
約
７

０
０
頭
の
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
が
生
息
し
て
い
る
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、里
山
や
住
宅

地
へ
の
出
没
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。２
０
２
５
年
８
月
末

時
点
で
県
内
の
目
撃
件
数
は

61
件
で
、近
年
は
人
里
近
く
で

の
出
没
が
多
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。長
浜
市
で
は
住
宅

敷
地
内
で
女
性
が
ク
マ
に
腕

を
噛
ま
れ
重
傷
を
負
う
人
的

被
害
も
起
き
て
お
り
、県
全
体

の
令
和
７
年
通
年
の
最
終
件

数
は
、以
前
と
比
べ
て
も
高
水

準
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
時
点
で
の
日
野
町
内
に
お

け
る
ク
マ
の
出
没
状
況
、確
認

さ
れ
た
場
合
の
対
応
や
対
策

に
つ
い
て
、緊
急
銃
猟
で
の
猟

友
会
な
ど
と
の
協
定
、費
用
負

担
等
を
伺
い
ま
す
。

　
町
で
は
12
月
11
日

現
在
、明
確
な
ク
マ

目
撃
情
報
は
確
認
で
き
て
い

な
い
が
、情
報
提
供
が
あ
っ

た
場
合
は
職
員
が
姿
や
痕
跡

の
確
認
を
行
い
、町
長
ら
に

よ
る
庁
内
対
策
会
議
、県
、警

察
と
の
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。住
民
へ

の
情
報
提
供
は
日
野
め
～
る

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、

避
難
が
必
要
な
場
合
は
こ
れ

以
外
に
も
広
報
車
や
警
察
、

消
防
団
に
よ
る
周
知
を
行

う
。ク
マ
出
没
抑
制
策
と
し

て
は
、集
落
に
近
い
里
山
の

間
伐
や
下
刈
り
、不
要
果
樹

伐
採
等
が
効
果
的
で
あ
る
。

児
童
生
徒
へ
の
対
応
で
は
11

月
５
日
付
の
滋
賀
県
教
育
委

員
会
事
務
局
保
健
体
育
課
長

か
ら「
ク
マ
の
出
没
に
対
す

る
学
校
及
び
登
下
校
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
」の
通
知
を

受
け
、各
校
長
、園
長
に「
ク

マ
の
出
没
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
」の
通
知
を
発
出
す

る
と
と
も
に
、町
内
の
小
中

学
校
、幼
稚
園
、保
育
園
、こ

ど
も
園
の
保
護
者
に
対
し
、

県
か
ら
提
供
の
あ
っ
た「
ク

マ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
保

護
者
連
絡
用
ア
プ
リ「
す
ぐ

ー
る
」に
て
送
信
し
注
意
喚

起
を
図
っ
た
。ま
た
園
児
、児

童
、生
徒
に
対
し
て
も
ク
マ

と
の
遭
遇
予
防
、遭
遇
時
の

身
の
守
り
方
等
の
指
導
を
徹

底
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。緊
急
銃
猟
に
つ
い
て
は

町
内
の
狩
猟
団
体
と
協
定
を

結
び
了
承
を
得
て
い
る
が
、

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
議
論

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
内
で
の
確
認
情
報
は
な
い
が
情
報
共
有
な
ど
対
策
を
徹
底
す
る

ガソリン等暫定税率廃止。暮らしと町行政への影響は？

暮らしにはプラスだが税収減の影響は注視が必要

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

ガガソソリリンン、、軽軽油油暫暫定定税税率率廃廃止止にによよるる日日野野町町のの影影響響予予想想  
 
RR66 決決算算資資料料かからら  
⚫ 地地方方揮揮発発油油譲譲与与税税  1199,,445544 千千円円  
 
日日野野町町のの減減収収見見込込みみ額額  暫暫定定税税率率分分のの割割合合（（00..88//55..22））をを適適用用  
→→00..115544((1155..44%%))  

地地方方揮揮発発油油譲譲与与税税のの減減収収  ==    22,,999966 千千円円（（約約 330000 万万円円//年年））（（最最低低ラライインン））  
約 300 万円／年  

 
これは決算上に明記の“町に直接入る暫定部分“のみ。実際には以下も暫定税率由来で影響を受ける 
① 国国補補助助のの道道路路財財源源（（防防災災・・安安全全交交付付金金等等））  

国庫支出金は、「財務書類 4 表」によれば 
→ 国庫支出金：1,679,214 千円（= 16 億 7,921 万円） 
この中には道路整備系補助金が潜在しているが、内訳が分解されていない。一般的には 道路補助金
の 10〜20％が暫定税率由来財源と言われる 
仮に道路補助金を年間 1 億円前後と仮置きすると、その暫定部分は約 10〜20％で 
→→  11,,000000 万万〜〜22,,000000 万万円円  のの減減収収相相当当 
 

②  町町のの道道路路維維持持費費（（工工事事負負担担金金））のの増増加加 
国・県側の減収は、補助率低下・町負担金の増加という形で跳ね返る。日野町の「維持補修費」は R6
財政指標より 7,612 万円。このうち道路関連は半分（約 4,000 万円）とすると、補助率が 1 割下が
るだけで 
→→  440000 万万円円のの町町負負担担増増  がが発発生生  

 
総総合合すするるとと、、日日野野町町のの““事事実実上上のの減減収収・・負負担担増増””はは？？  
道路系の財源を総合すると以下の通り 
 
財財源源項項目目        町町のの減減収収規規模模  
地方揮発油譲与税（暫定分）  約 300 万円 
国の道路補助金（暫定税率由来分） 約 1,000〜2,000 万円 
町負担増（補助率低下）   約 300〜400 万円 
 

▼▼合合計計（（推推計計レレンンジジ））  
約約 11,,660000 万万〜〜22,,770000 万万円円／／年年  

クマは販売されている煙硝鉄砲
や、爆竹などの音を怖がると言
われています

こ
と
か
ら
国
庫
・
県
支
出
金

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

道
路
整
備
や
草
刈
り
、交
通

施
設
更
新
等
は
町
の
一
般
財

源
で
予
算
確
保
し
な
が
ら
今

後
の
影
響
を
注
視
し
て
い
く
。

　
日
野
町
の
教
育

「
知
・
徳
・
体
」16
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。今
年
制
定
さ
れ

た「
ひ
の
っ
こ
宣
言
」も
含
め

て
、教
育
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
各
分
野
に
お
い
て
横
断
的
、

重
層
的
に
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
成
果
が
出
て
い
る
。一

方
で
本
質
的
な
学
び
を
阻
害

し
て
い
る
要
素
が
ス
マ
ホ
や

S
N
S
を
含
め
た
現
代
社
会

の
ツ
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
の
中

に
あ
る
と
考
え
ま
す
。直
近
で

は
、愛
知
県
豊
明
市
で「
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
適
正
使
用

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
現
在
の
当
町
の

現
状
を
伺
い
ま
す
。

①
ス
マ
ホ・S
N
S
の
利
点
と

欠
点
を
ど
う
認
識
し
て
る
か
。

②
町
内
に
お
い
て
子
ど
も
を

取
り
巻
く
ス
マ
ホ・S
N
S
の

問
題
と
現
状
。そ
の
検
証
・
分

析
を
行
っ
て
い
る
か
。

③
教
育
行
政
が
把
握
、対
策
で

き
る
範
囲
と
保
護
者
の
監
督

責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。

④
関
係
条
例
を
制
定
す
る
必

要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
現
状
を
踏
ま
え
て

①
利
点
と
し
て
は
、

知
り
た
い
情
報
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
端
末
を
通
じ
て
容

易
に
得
れ
る
こ
と
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
範
囲

が
大
き
く
広
が
る
こ
と
で
す
。

欠
点
と
し
て
大
き
く
は
健
康

へ
の
影
響（
睡
眠
不
足
・
依
存

症
・
集
中
力
低
下
な
ど
）や
リ

ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
希
薄
化
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
問
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

②
ス
マ
ホ
・
S
N
S
等
が
関
係

し
た
誹
謗
・
中
傷
な
ど
の
事
例
、

依
存
に
よ
る
睡
眠
不
足
が
原

因
の
集
中
力
低
下
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。現
在
、生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
実

体
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

③
基
本
的
に
は
保
護
者
の
監

督
責
任
を
土
台
と
し
、学
校
・

地
域
・
行
政
が
連
携
し
た
啓
発

の
取
り
組
み
を
粘
り
強
く
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
大
変
重
要
な
事
柄
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、機
器
を
使
用

す
る
権
利
や
他
市
町
村
の
事

例
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
第
６
次
日
野
町
総

合
計
画
基
本
計
画
の

中
で
前
期
基
本
計
画
5
年
間

の
最
終
年
度
と
な
る
令
和
7

年
度
。令
和
8
年
度
か
ら
は
新

た
な
計
画
で
5
年
先
の
令
和

12
年（
2
0
3
0
年
）を
目
指

し
ま
す
。「
人
口
減
少
社
会
」を

認
識
し
た
中
で
、減
少
カ
ー
ブ

を
緩
や
か
に
維
持
す
る
た
め
、

で
き
る
限
り
の
対
策
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
回

は
結
婚
・
出
産
支
援
、男
女
の

出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必

要
性
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

①
こ
の
5
年
間
の
当
町
の
出

生
率（
出
生
数
）の
現
状
と
課

題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

②
現
在
、町
が
取
り
組
ん
で
い

る
結
婚
支
援・出
会
い
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
内
容
と
そ
の
効
果

は
ど
う
か
。

③
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

全
般
に
お
い
て
、少
子
化
対
策

の
優
先
順
位
と
緊
急
性
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

少
子
化
対
策
、令
和
８
年
か
ら
先
を
見
据
え
て

現
政
策
を
踏
ま
え
、出
会
い
の
場
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す

スマホ・SNSと教育
適正使用に向け、連携した取り組みを進めます

①
当
町
の
出
生
数
の

推
移
を
見
て
み
る
と

令
和
２
年
が
１
４
２
人
、令
和

６
年
は
１
０
４
人
と
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。若
年
層
の
町

外
流
出
や
未
婚
率
の
高
さ
が

少
子
化
に
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

②
現
在
、町
が
取
り
組
む
結
婚

支
援
・
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
の
内

容
は
地
域
住
民
が
主
体
と
な

り
実
施
す
る
婚
活
事
業
へ
の

補
助
や
結
婚
新
生
活
支
援
補

助
、滋
賀
県
が
設
置
し
た
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー「
し
が
結（
し

が
ゆ
い
）」へ
の
登
録
料
の
一

部
補
助
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
男
女
の
交
流

の
促
進
お
よ
び
町
内
定
住
へ

の
動
き
が
少
し
ず
つ
進
ん
で

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

③
町
の
こ
れ
か
ら
に
お
い
て

最
も
重
要
で
緊
急
性
の
高
い

課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。人

口
減
少
率
は
県
内
で
も
高
く
、

出
生
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、こ
の
問
題
に
積
極

▲一般質問で
使用した資料
が見られます

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

13 議会だより
日野町議会

2026.２.15

一 質般 問

的
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」に
基
づ
い
た

「
日
野
町
く
ら
し
安
心
ひ
と
づ

く
り
総
合
戦
略
」に
お
い
て

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
希
望
の

実
現
」を
基
本
目
標
に
掲
げ
時

代
の
変
化
に
対
応
し
、人
口
減

少
カ
ー
ブ
の
緩
和
に
努
め
つ

つ
、次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
内
の
ク
マ
出
没
状
況
と
日
野
町
の
現
状・対
策
を
伺
う

　
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定

税
率（
25
・
１
円
／

ℓ
）は
２
０
２
５
年
12
月
31
日

で
廃
止
さ
れ
、軽
油
の
暫
定
税

率（
17・１
円
／
ℓ
）も
26
年
４

月
１
日
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
日
野
町
な
ど
１
人

１
台
の
車
所
有
が
当
た
り
前

の
地
域
で
は
、世
帯
あ
た
り
年

間
数
万
円
の
負
担
軽
減
に
な

る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、暫
定
税
率
に
は
地
方

揮
発
油
税
の
上
乗
せ
分
が
含

ま
れ
、そ
れ
が
地
方
揮
発
油

譲
与
税
と
し
て
市
町
村
に
配

分
さ
れ
て
お
り
、暫
定
税
率

廃
止
で
こ
の
上
乗
せ
が
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、地
方
全
体
で

年
間
約
５
千
億
円
、日
野
町

だ
と
年
間
１
，６
０
０
～
２
，

７
０
０
万
円
規
模
の
減
収
と

な
る
可
能
性
が
高
く
、も
し
国

が
恒
久
財
源
で
完
全
補
填
し

な
い
場
合
は
、道
路
舗
装
修
繕

や
除
草・側
溝
清
掃
な
ど
の
維

持
費
に
じ
わ
じ
わ
効
い
て
く

る
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。

道
路
整
備
や
草
刈
り
、橋
梁
長

寿
命
化
等
へ
の
影
響
を
伺
い

ま
す
。

　
ご
指
摘
通
り
直
接

影
響
を
受
け
る
の
が

地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
減
額

で
あ
る
。令
和
６
年
度
決
算

で
は
１
，９
４
５
万
４
千
円

を
収
入
し
て
い
る
が
暫
定
税

率
廃
止
で
３
０
０
万
円
の
減

収
が
見
込
ま
れ
る
。国
や
県

の
収
入
も
大
幅
減
収
と
な
る

　
滋
賀
県
に
は
約
７

０
０
頭
の
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
が
生
息
し
て
い
る
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、里
山
や
住
宅

地
へ
の
出
没
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。２
０
２
５
年
８
月
末

時
点
で
県
内
の
目
撃
件
数
は

61
件
で
、近
年
は
人
里
近
く
で

の
出
没
が
多
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。長
浜
市
で
は
住
宅

敷
地
内
で
女
性
が
ク
マ
に
腕

を
噛
ま
れ
重
傷
を
負
う
人
的

被
害
も
起
き
て
お
り
、県
全
体

の
令
和
７
年
通
年
の
最
終
件

数
は
、以
前
と
比
べ
て
も
高
水

準
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
時
点
で
の
日
野
町
内
に
お

け
る
ク
マ
の
出
没
状
況
、確
認

さ
れ
た
場
合
の
対
応
や
対
策

に
つ
い
て
、緊
急
銃
猟
で
の
猟

友
会
な
ど
と
の
協
定
、費
用
負

担
等
を
伺
い
ま
す
。

　
町
で
は
12
月
11
日

現
在
、明
確
な
ク
マ

目
撃
情
報
は
確
認
で
き
て
い

な
い
が
、情
報
提
供
が
あ
っ

た
場
合
は
職
員
が
姿
や
痕
跡

の
確
認
を
行
い
、町
長
ら
に

よ
る
庁
内
対
策
会
議
、県
、警

察
と
の
情
報
共
有
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。住
民
へ

の
情
報
提
供
は
日
野
め
～
る

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、

避
難
が
必
要
な
場
合
は
こ
れ

以
外
に
も
広
報
車
や
警
察
、

消
防
団
に
よ
る
周
知
を
行

う
。ク
マ
出
没
抑
制
策
と
し

て
は
、集
落
に
近
い
里
山
の

間
伐
や
下
刈
り
、不
要
果
樹

伐
採
等
が
効
果
的
で
あ
る
。

児
童
生
徒
へ
の
対
応
で
は
11

月
５
日
付
の
滋
賀
県
教
育
委

員
会
事
務
局
保
健
体
育
課
長

か
ら「
ク
マ
の
出
没
に
対
す

る
学
校
及
び
登
下
校
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
」の
通
知
を

受
け
、各
校
長
、園
長
に「
ク

マ
の
出
没
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
」の
通
知
を
発
出
す

る
と
と
も
に
、町
内
の
小
中

学
校
、幼
稚
園
、保
育
園
、こ

ど
も
園
の
保
護
者
に
対
し
、

県
か
ら
提
供
の
あ
っ
た「
ク

マ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
保

護
者
連
絡
用
ア
プ
リ「
す
ぐ

ー
る
」に
て
送
信
し
注
意
喚

起
を
図
っ
た
。ま
た
園
児
、児

童
、生
徒
に
対
し
て
も
ク
マ

と
の
遭
遇
予
防
、遭
遇
時
の

身
の
守
り
方
等
の
指
導
を
徹

底
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。緊
急
銃
猟
に
つ
い
て
は

町
内
の
狩
猟
団
体
と
協
定
を

結
び
了
承
を
得
て
い
る
が
、

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
議
論

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
内
で
の
確
認
情
報
は
な
い
が
情
報
共
有
な
ど
対
策
を
徹
底
す
る

ガソリン等暫定税率廃止。暮らしと町行政への影響は？

暮らしにはプラスだが税収減の影響は注視が必要

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

ガガソソリリンン、、軽軽油油暫暫定定税税率率廃廃止止にによよるる日日野野町町のの影影響響予予想想  
 
RR66 決決算算資資料料かからら  
⚫ 地地方方揮揮発発油油譲譲与与税税  1199,,445544 千千円円  
 
日日野野町町のの減減収収見見込込みみ額額  暫暫定定税税率率分分のの割割合合（（00..88//55..22））をを適適用用  
→→00..115544((1155..44%%))  

地地方方揮揮発発油油譲譲与与税税のの減減収収  ==    22,,999966 千千円円（（約約 330000 万万円円//年年））（（最最低低ラライインン））  
約 300 万円／年  

 
これは決算上に明記の“町に直接入る暫定部分“のみ。実際には以下も暫定税率由来で影響を受ける 
① 国国補補助助のの道道路路財財源源（（防防災災・・安安全全交交付付金金等等））  

国庫支出金は、「財務書類 4 表」によれば 
→ 国庫支出金：1,679,214 千円（= 16 億 7,921 万円） 
この中には道路整備系補助金が潜在しているが、内訳が分解されていない。一般的には 道路補助金
の 10〜20％が暫定税率由来財源と言われる 
仮に道路補助金を年間 1 億円前後と仮置きすると、その暫定部分は約 10〜20％で 
→→  11,,000000 万万〜〜22,,000000 万万円円  のの減減収収相相当当 
 

②  町町のの道道路路維維持持費費（（工工事事負負担担金金））のの増増加加 
国・県側の減収は、補助率低下・町負担金の増加という形で跳ね返る。日野町の「維持補修費」は R6
財政指標より 7,612 万円。このうち道路関連は半分（約 4,000 万円）とすると、補助率が 1 割下が
るだけで 
→→  440000 万万円円のの町町負負担担増増  がが発発生生  

 
総総合合すするるとと、、日日野野町町のの““事事実実上上のの減減収収・・負負担担増増””はは？？  
道路系の財源を総合すると以下の通り 
 
財財源源項項目目        町町のの減減収収規規模模  
地方揮発油譲与税（暫定分）  約 300 万円 
国の道路補助金（暫定税率由来分） 約 1,000〜2,000 万円 
町負担増（補助率低下）   約 300〜400 万円 
 

▼▼合合計計（（推推計計レレンンジジ））  
約約 11,,660000 万万〜〜22,,770000 万万円円／／年年  

クマは販売されている煙硝鉄砲
や、爆竹などの音を怖がると言
われています

こ
と
か
ら
国
庫
・
県
支
出
金

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

道
路
整
備
や
草
刈
り
、交
通

施
設
更
新
等
は
町
の
一
般
財

源
で
予
算
確
保
し
な
が
ら
今

後
の
影
響
を
注
視
し
て
い
く
。

　
日
野
町
の
教
育

「
知
・
徳
・
体
」16
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。今
年
制
定
さ
れ

た「
ひ
の
っ
こ
宣
言
」も
含
め

て
、教
育
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
各
分
野
に
お
い
て
横
断
的
、

重
層
的
に
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
成
果
が
出
て
い
る
。一

方
で
本
質
的
な
学
び
を
阻
害

し
て
い
る
要
素
が
ス
マ
ホ
や

S
N
S
を
含
め
た
現
代
社
会

の
ツ
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
の
中

に
あ
る
と
考
え
ま
す
。直
近
で

は
、愛
知
県
豊
明
市
で「
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
適
正
使
用

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
現
在
の
当
町
の

現
状
を
伺
い
ま
す
。

①
ス
マ
ホ・S
N
S
の
利
点
と

欠
点
を
ど
う
認
識
し
て
る
か
。

②
町
内
に
お
い
て
子
ど
も
を

取
り
巻
く
ス
マ
ホ・S
N
S
の

問
題
と
現
状
。そ
の
検
証
・
分

析
を
行
っ
て
い
る
か
。

③
教
育
行
政
が
把
握
、対
策
で

き
る
範
囲
と
保
護
者
の
監
督

責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。

④
関
係
条
例
を
制
定
す
る
必

要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
現
状
を
踏
ま
え
て

①
利
点
と
し
て
は
、

知
り
た
い
情
報
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
端
末
を
通
じ
て
容

易
に
得
れ
る
こ
と
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
範
囲

が
大
き
く
広
が
る
こ
と
で
す
。

欠
点
と
し
て
大
き
く
は
健
康

へ
の
影
響（
睡
眠
不
足
・
依
存

症
・
集
中
力
低
下
な
ど
）や
リ

ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
希
薄
化
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
問
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

②
ス
マ
ホ
・
S
N
S
等
が
関
係

し
た
誹
謗
・
中
傷
な
ど
の
事
例
、

依
存
に
よ
る
睡
眠
不
足
が
原

因
の
集
中
力
低
下
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。現
在
、生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
実

体
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

③
基
本
的
に
は
保
護
者
の
監

督
責
任
を
土
台
と
し
、学
校
・

地
域
・
行
政
が
連
携
し
た
啓
発

の
取
り
組
み
を
粘
り
強
く
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
大
変
重
要
な
事
柄
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、機
器
を
使
用

す
る
権
利
や
他
市
町
村
の
事

例
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
第
６
次
日
野
町
総

合
計
画
基
本
計
画
の

中
で
前
期
基
本
計
画
5
年
間

の
最
終
年
度
と
な
る
令
和
7

年
度
。令
和
8
年
度
か
ら
は
新

た
な
計
画
で
5
年
先
の
令
和

12
年（
2
0
3
0
年
）を
目
指

し
ま
す
。「
人
口
減
少
社
会
」を

認
識
し
た
中
で
、減
少
カ
ー
ブ

を
緩
や
か
に
維
持
す
る
た
め
、

で
き
る
限
り
の
対
策
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
回

は
結
婚
・
出
産
支
援
、男
女
の

出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必

要
性
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

①
こ
の
5
年
間
の
当
町
の
出

生
率（
出
生
数
）の
現
状
と
課

題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

②
現
在
、町
が
取
り
組
ん
で
い

る
結
婚
支
援・出
会
い
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
内
容
と
そ
の
効
果

は
ど
う
か
。

③
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

全
般
に
お
い
て
、少
子
化
対
策

の
優
先
順
位
と
緊
急
性
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

少
子
化
対
策
、令
和
８
年
か
ら
先
を
見
据
え
て

現
政
策
を
踏
ま
え
、出
会
い
の
場
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す

スマホ・SNSと教育
適正使用に向け、連携した取り組みを進めます

①
当
町
の
出
生
数
の

推
移
を
見
て
み
る
と

令
和
２
年
が
１
４
２
人
、令
和

６
年
は
１
０
４
人
と
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。若
年
層
の
町

外
流
出
や
未
婚
率
の
高
さ
が

少
子
化
に
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

②
現
在
、町
が
取
り
組
む
結
婚

支
援
・
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
の
内

容
は
地
域
住
民
が
主
体
と
な

り
実
施
す
る
婚
活
事
業
へ
の

補
助
や
結
婚
新
生
活
支
援
補

助
、滋
賀
県
が
設
置
し
た
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー「
し
が
結（
し

が
ゆ
い
）」へ
の
登
録
料
の
一

部
補
助
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
男
女
の
交
流

の
促
進
お
よ
び
町
内
定
住
へ

の
動
き
が
少
し
ず
つ
進
ん
で

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

③
町
の
こ
れ
か
ら
に
お
い
て

最
も
重
要
で
緊
急
性
の
高
い

課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。人

口
減
少
率
は
県
内
で
も
高
く
、

出
生
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、こ
の
問
題
に
積
極

▲一般質問で
使用した資料
が見られます

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

学校給食無償化へのロードマップ

町
の
高
齢
者
の
健
康
と
介
護
保
険

基
金
繰
入
金
で
訪
問
介
護
事
業
者
へ
支
援
を
行
う

　
令
和
６
年
12
月
議

会
に「
学
校
給
食
の

充
実
と
無
償
化
を
求
め
る
請

願
」が
提
出
さ
れ
、３
月
議
会

で
こ
れ
が
採
択
さ
れ
た
。

　
国
は
、２
月
に
石
破
前
首

相
が
無
償
化
を
表
明
し
、高

市
首
相
も
そ
の
方
向
性
を
明

確
に
し
、無
償
化
は
具
体
的

な
政
治
日
程
に
上
っ
た
。

　
現
時
点
で
は
、全
国
の
小

学
校
給
食
の
平
均
月
額
を
軸

に
一
律
補
助
の
よ
う
だ
が
、

詳
細
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、2
0
2
6
年
度

か
ら
実
施
な
ら
対
応
は
急
が

れ
る
も
の
で
あ
り
、伺
う
。

①
教
育
委
員
会
は「
お
い
し

く
安
全
な
給
食
」を
モ
ッ
ト

ー
に「
現
行
の
方
式
や
質
を

落
と
さ
な
い（
地
産
地
消
や

有
機
素
材
推
進
指
向
も
含

め
）」を
繰
り
返
し
表
明
し
て

こ
ら
れ
た
が
、メ
デ
ィ
ア
で

は
質
の
低
下
を
心
配
す
る
声

も
聞
く
。町
の
基
本
姿
勢
に

変
わ
り
は
な
い
か
。

②
国
は
26
年
度
実
施
を
掲
げ

て
い
る
が
、町
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
で
き
て
い
る
か
。

③
国
は
小
学
校
だ
け
の
よ
う

だ
が
、中
学
校
は
ど
う
か
。

④
国
が
示
し
て
い
る
額
は
、

現
行
の
町
の
給
食
費
よ
り
高

い
よ
う
だ
が
、ど
う
対
応
す

る
か
。

①
食
に
関
す
る
教
育

の
重
要
な
一
環
と
位

置
づ
け
、自
校
･
直
営
方
式
の

良
さ
を
引
き
続
き
大
切
に
し

た
い
。

②
国
か
ら
の
通
知
が
届
い
て

い
な
い
の
で
、現
在
は
、具
体
的

な
動
き
は
し
て
い
な
い
。

③
中
学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、財
源
の
課
題
も
あ

り
、町
単
独
で
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。

④
全
国
の
平
均
額
を
一
律
補

助
さ
れ
れ
ば
現
在
の
給
食
費

よ
り
多
い
。し
か
し
、経
費
の

余
剰
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、町

と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
も

の
を
今
後
も
し
っ
か
り
進
め

た
い
。

　
今
夏
、町
内
で
ひ

と
り
の「
孤
独
死
」が

あ
っ
た
。発
見
は
約
一
週
間
後
。

①
こ
の
よ
う
な「
孤
独
死
」は

町
内
で
年
間
何
人
く
ら
い
あ

る
の
か
。

②
認
知
症
の
方
や
疾
病
の
方

に
対
す
る「
見
守
り
」は
聞
く

が
、比
較
的
健
康
な
方
に
対
す

る
施
策
は
あ
る
か
。

③
遺
品
や
家
財
･
家
屋
の
整

理
･
管
理
は
ど
う
な
る
か
。

④
滋
賀
県
の
平
均
寿
命
は
今

年
全
国
一
、「
健
康
寿
命
」も
上

位
と
報
道
さ
れ
た
。日
野
町
は

ど
う
か
。

⑤
要
介
護
認
定
は
16・５
％
で
、

県
下
で
６
番
目
に
低
い
。内
訳

も「
要
支
援
」や「
要
介
護
１
～

３
」な
ど
比
較
的
軽
度
の
方
が

多
い
。こ
れ
を
ど
う
見
て
お
ら

れ
る
か
。

⑥
昨
年
の
訪
問
介
護
基
本
報

酬
の
引
き
下
げ
で
、訪
問
介
護

事
業
所
の
休
廃
止
が
広
が
っ

て
い
る
。ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

就
労
状
況
、待
遇
、利
用
者
の

声
な
ど
町
内
２
事
業
所
の
状

況
を
伺
う
。

⑦
町
は
第
９
期
へ
の
移
行
段

階
で
一
人
あ
た
り
５
７
，０
０

０
円
と
い
う
県
下
最
高
額
の

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
た

め
込
ん
で
い
る
。今
年
の
町

の
介
護
保
険
料
基
準
額
７
４
，

４
０
０
円
は
高
す
ぎ
る
。基
金

の
取
り
崩
し
を
行
な
い
、訪
問

介
護
事
業
所
の
支
援
等
の
充

実
も
可
能
で
は
な
い
か
。

①
定
義
が
様
々
で
把

握
し
て
い
な
い
。内

閣
府
の
令
和
６
年
推
計
デ
ー

タ
で
は
全
国
で
２
１
，８
５

６
件
、う
ち
約
７
割
が
高
齢

者
で
あ
る
。

②
民
生
委
員
な
ど
と
連
携
し

た
住
民
間
の
つ
な
が
り
、地

域
づ
く
り
の
取
り
組
み
等
。

③
町
と
し
て
も
重
要
視
し
て

お
り「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」や「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
」の
活
用
を
。

④
日
野
町
の
平
均
寿
命
は
男

性
83
・
02
歳（
市
区
町
村
別
で

全
国
39
位
･
県
３
位
）、女
性

88
・
57
歳（
同
37
位
･
２
位
）。

「
健
康
寿
命
」の
具
体
的
資
料

は
な
い
が
、滋
賀
県
は
全
国

２
位
と
さ
れ
て
い
る
。

⑤
お
た
っ
し
ゃ
教
室
、出
前

講
座
な
ど
で
健
康
意
識
が
高

く
、専
門
職
に
よ
る
実
態
把

握
訪
問
な
ど
が
重
症
化
予
防

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

⑥
ヘ
ル
パ
ー
不
足
が
課
題
。

利
用
者
の
希
望
に
添
え
な
い

こ
と
も
。事
業
者
側
で
加
算

取
得
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
る

⑦
基
金
繰
入
金
を
財
源
に
、

基
本
報
酬
の
減
額
改
定
に
対

す
る
支
援
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

自校･直営方式の良さを大切にしたい

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

　
令
和
７
年
1
月
、

総
務
常
任
委
員
会
に

て
、二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行

委
員
と
の
懇
談
会
で「
ぼ
く

ら
が
利
用
で
き
る
支
援
制
度

は
な
い
の
で
は
な
い
か
」と

疑
問
が
出
さ
れ
た
と
聞
き
ま

し
た
。「
奨
学
金
返
還
制
度
」

と
い
う
施
策
を
知
ら
せ
る
と
、

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
方
が

数
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

①
こ
れ
か
ら
日
野
町
内
に
就

職
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対

し
て
の
施
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

②
日
野
町
奨
学
金
返
還
制
度

を
他
の
市
町
よ
り
も
充
実
し

た
内
容
に
変
え
る
考
え
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

①
国
及
び
県
と
連
携

し
て
、町
内
に
定
住

し
、県
内
の
中
小
企
業
に
就

業
す
る
東
京
圏
か
ら
の
移
住

者
に
対
し
て
、移
住
支
援
金

を
交
付
し
て
い
る
。

②
奨
学
金
返
還
制
度
の
充
実

に
よ
り
若
者
の
人
材
確
保
に

一
定
の
効
果
が
見
込
め
る
と

考
え
る
。人
口
減
少
対
策
と

し
て
の
効
果
を
見
込
ん
だ
取

大
き
す
ぎ
る
認
定
こ
ど
も
園 

見
直
し
が
必
要
で
は

基
本
構
想
は
住
民
の
声
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

▲表1　各年度の年齢別状況
（日野町認定こども園基本構想より推計値の出生数を基に想定した数）

　「
日
野
町
認
定
こ

ど
も
園
整
備
基
本
構

想
」
に
よ
る
推
計
出
生
数
は

令
和
８
年
度
１
１
３
人
・
同

９
年
度
１
０
９
人
・
同
10
年

度
１
０
９
人
・
同
11
年
度
１

０
７
人
・
同
12
年
度
１
０
５

人
で
す
。
推
計
出
生
数
を
も

と
に
、
入
園
希
望
予
定
数
と

受
け
入
れ
可
能
園
児
数
の
差

を
計
算
し
て
み
ま
し
た
。
令

和
10
年
度
推
計
の
0
歳
児
対

象
児
は
1
0
9
名
で
す
。
入

所
希
望
率
が
50
％
で
入
園
希

望
予
定
数
は
55
名
と
な
り
ま

す
が
、
基
本
構
想
に
よ
る
受

け
入
れ
可
能
園
児
数
は
62
名

で
す
の
で
、
７
名
の
余
裕
が

出
ま
す
。
同
様
に
、
各
年
度

の
年
齢
別
状
況
を
算
出
し
ま

し
た
。（
表
1
）

　
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の

建
設
は
、
資
材
単
価
の
高
騰

や
人
件
費
の
見
直
し
で
建
設

費
用
や
維
持
管
理
費
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
建
設
予

定
地
は
一
級
河
川
出
雲
川
に

沿
っ
て
い
る
た
め
に
地
盤
改

良
や
基
礎
杭
の
設
置
な
ど
付

帯
工
事
も
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
更
に
建
設
工
事
費
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

①
毎
年
10
名
以
上
の
出
生
数

を
増
や
す
た
め
の
町
の
施
策

を
伺
い
ま
す
。

②
施
設
建
設
費
用
は
い
く
ら

位
で
そ
の
捻
出
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

③
認
定
こ
ど
も
園
建
設
に
反

対
で
は
な
い
が
、
今
の
計
画

が
財
政
負
担
や
利
用
者
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
を

持
つ
、
再
度
見
直
し
も
あ
る

の
か
。

①
日
野
町
く
ら
し
安

心
ひ
と
づ
く
り
総
合

戦
略
に
お
い
て
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
り
、
人
口

流
出
の
抑
制
に
取
り
組
む
と

と
も
に
移
住
者
を
増
や
す
こ

と
で
、
住
み
よ
い
町
、
住
み

続
け
た
い
町
に
な
る
よ
う
取

町独自に上乗せしての助成は考えていない　

2歳までの子のおむつ代への助成を求めます
若者の人材確保に効果のある制度にしていく

奨学金返還制度の充実で若者を日野町に

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

り
組
み
と
し
て
、企
画
振
興

課
や
商
工
観
光
課
と
協
議
を

し
て
い
く
。

り
組
む
。
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
。

②
設
計
委
託
業
務
の
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
に
お
い
て
、
概
算
工

事
費
を
提
示
し
た
。
建
設
費

用
は
就
学
前
教
育
・
保
育
施

設
整
備
交
付
金
や
公
共
施
設

等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
な

ど
の
活
用
予
定
。

③
認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本

構
想
は
、
策
定
委
員
会
の
意

見
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
る
住
民
の
声
を
反
映
し

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
基

本
構
想
に
掲
げ
る
新
こ
ど
も

園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国

の
交
付
金
や
有
利
な
起
債
を

活
用
し
、
幼
児
教
育
・
保
育

環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
。

令
和
10
年
度

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

令和11年度
134

106
134

105
128

102
102

91
79

71
62

55

令
和
11
年
度

令和10年度
134

134
117

106
128

102
105

82
79

62
74

55

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

令和12年度
134

105
134

128
102

113
102

88
79

71
62

52

令
和
12
年
度

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

令和13年度
134

102
134

128
113

109
102

88
79

70
62

53

令
和
13
年
度

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

15 議会だより
日野町議会

2026.２.15

一 質般 問

学校給食無償化へのロードマップ

町
の
高
齢
者
の
健
康
と
介
護
保
険

基
金
繰
入
金
で
訪
問
介
護
事
業
者
へ
支
援
を
行
う

　
令
和
６
年
12
月
議

会
に「
学
校
給
食
の

充
実
と
無
償
化
を
求
め
る
請

願
」が
提
出
さ
れ
、３
月
議
会

で
こ
れ
が
採
択
さ
れ
た
。

　
国
は
、２
月
に
石
破
前
首

相
が
無
償
化
を
表
明
し
、高

市
首
相
も
そ
の
方
向
性
を
明

確
に
し
、無
償
化
は
具
体
的

な
政
治
日
程
に
上
っ
た
。

　
現
時
点
で
は
、全
国
の
小

学
校
給
食
の
平
均
月
額
を
軸

に
一
律
補
助
の
よ
う
だ
が
、

詳
細
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、2
0
2
6
年
度

か
ら
実
施
な
ら
対
応
は
急
が

れ
る
も
の
で
あ
り
、伺
う
。

①
教
育
委
員
会
は「
お
い
し

く
安
全
な
給
食
」を
モ
ッ
ト

ー
に「
現
行
の
方
式
や
質
を

落
と
さ
な
い（
地
産
地
消
や

有
機
素
材
推
進
指
向
も
含

め
）」を
繰
り
返
し
表
明
し
て

こ
ら
れ
た
が
、メ
デ
ィ
ア
で

は
質
の
低
下
を
心
配
す
る
声

も
聞
く
。町
の
基
本
姿
勢
に

変
わ
り
は
な
い
か
。

②
国
は
26
年
度
実
施
を
掲
げ

て
い
る
が
、町
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
で
き
て
い
る
か
。

③
国
は
小
学
校
だ
け
の
よ
う

だ
が
、中
学
校
は
ど
う
か
。

④
国
が
示
し
て
い
る
額
は
、

現
行
の
町
の
給
食
費
よ
り
高

い
よ
う
だ
が
、ど
う
対
応
す

る
か
。

①
食
に
関
す
る
教
育

の
重
要
な
一
環
と
位

置
づ
け
、自
校
･
直
営
方
式
の

良
さ
を
引
き
続
き
大
切
に
し

た
い
。

②
国
か
ら
の
通
知
が
届
い
て

い
な
い
の
で
、現
在
は
、具
体
的

な
動
き
は
し
て
い
な
い
。

③
中
学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、財
源
の
課
題
も
あ

り
、町
単
独
で
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。

④
全
国
の
平
均
額
を
一
律
補

助
さ
れ
れ
ば
現
在
の
給
食
費

よ
り
多
い
。し
か
し
、経
費
の

余
剰
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、町

と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
も

の
を
今
後
も
し
っ
か
り
進
め

た
い
。

　
今
夏
、町
内
で
ひ

と
り
の「
孤
独
死
」が

あ
っ
た
。発
見
は
約
一
週
間
後
。

①
こ
の
よ
う
な「
孤
独
死
」は

町
内
で
年
間
何
人
く
ら
い
あ

る
の
か
。

②
認
知
症
の
方
や
疾
病
の
方

に
対
す
る「
見
守
り
」は
聞
く

が
、比
較
的
健
康
な
方
に
対
す

る
施
策
は
あ
る
か
。

③
遺
品
や
家
財
･
家
屋
の
整

理
･
管
理
は
ど
う
な
る
か
。

④
滋
賀
県
の
平
均
寿
命
は
今

年
全
国
一
、「
健
康
寿
命
」も
上

位
と
報
道
さ
れ
た
。日
野
町
は

ど
う
か
。

⑤
要
介
護
認
定
は
16・５
％
で
、

県
下
で
６
番
目
に
低
い
。内
訳

も「
要
支
援
」や「
要
介
護
１
～

３
」な
ど
比
較
的
軽
度
の
方
が

多
い
。こ
れ
を
ど
う
見
て
お
ら

れ
る
か
。

⑥
昨
年
の
訪
問
介
護
基
本
報

酬
の
引
き
下
げ
で
、訪
問
介
護

事
業
所
の
休
廃
止
が
広
が
っ

て
い
る
。ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

就
労
状
況
、待
遇
、利
用
者
の

声
な
ど
町
内
２
事
業
所
の
状

況
を
伺
う
。

⑦
町
は
第
９
期
へ
の
移
行
段

階
で
一
人
あ
た
り
５
７
，０
０

０
円
と
い
う
県
下
最
高
額
の

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
た

め
込
ん
で
い
る
。今
年
の
町

の
介
護
保
険
料
基
準
額
７
４
，

４
０
０
円
は
高
す
ぎ
る
。基
金

の
取
り
崩
し
を
行
な
い
、訪
問

介
護
事
業
所
の
支
援
等
の
充

実
も
可
能
で
は
な
い
か
。

①
定
義
が
様
々
で
把

握
し
て
い
な
い
。内

閣
府
の
令
和
６
年
推
計
デ
ー

タ
で
は
全
国
で
２
１
，８
５

６
件
、う
ち
約
７
割
が
高
齢

者
で
あ
る
。

②
民
生
委
員
な
ど
と
連
携
し

た
住
民
間
の
つ
な
が
り
、地

域
づ
く
り
の
取
り
組
み
等
。

③
町
と
し
て
も
重
要
視
し
て

お
り「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」や「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
」の
活
用
を
。

④
日
野
町
の
平
均
寿
命
は
男

性
83
・
02
歳（
市
区
町
村
別
で

全
国
39
位
･
県
３
位
）、女
性

88
・
57
歳（
同
37
位
･
２
位
）。

「
健
康
寿
命
」の
具
体
的
資
料

は
な
い
が
、滋
賀
県
は
全
国

２
位
と
さ
れ
て
い
る
。

⑤
お
た
っ
し
ゃ
教
室
、出
前

講
座
な
ど
で
健
康
意
識
が
高

く
、専
門
職
に
よ
る
実
態
把

握
訪
問
な
ど
が
重
症
化
予
防

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

⑥
ヘ
ル
パ
ー
不
足
が
課
題
。

利
用
者
の
希
望
に
添
え
な
い

こ
と
も
。事
業
者
側
で
加
算

取
得
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
る

⑦
基
金
繰
入
金
を
財
源
に
、

基
本
報
酬
の
減
額
改
定
に
対

す
る
支
援
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

自校･直営方式の良さを大切にしたい

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

　
令
和
７
年
1
月
、

総
務
常
任
委
員
会
に

て
、二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行

委
員
と
の
懇
談
会
で「
ぼ
く

ら
が
利
用
で
き
る
支
援
制
度

は
な
い
の
で
は
な
い
か
」と

疑
問
が
出
さ
れ
た
と
聞
き
ま

し
た
。「
奨
学
金
返
還
制
度
」

と
い
う
施
策
を
知
ら
せ
る
と
、

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
方
が

数
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

①
こ
れ
か
ら
日
野
町
内
に
就

職
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対

し
て
の
施
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

②
日
野
町
奨
学
金
返
還
制
度

を
他
の
市
町
よ
り
も
充
実
し

た
内
容
に
変
え
る
考
え
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

①
国
及
び
県
と
連
携

し
て
、町
内
に
定
住

し
、県
内
の
中
小
企
業
に
就

業
す
る
東
京
圏
か
ら
の
移
住

者
に
対
し
て
、移
住
支
援
金

を
交
付
し
て
い
る
。

②
奨
学
金
返
還
制
度
の
充
実

に
よ
り
若
者
の
人
材
確
保
に

一
定
の
効
果
が
見
込
め
る
と

考
え
る
。人
口
減
少
対
策
と

し
て
の
効
果
を
見
込
ん
だ
取

大
き
す
ぎ
る
認
定
こ
ど
も
園 

見
直
し
が
必
要
で
は

基
本
構
想
は
住
民
の
声
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

▲表1　各年度の年齢別状況
（日野町認定こども園基本構想より推計値の出生数を基に想定した数）

　「
日
野
町
認
定
こ

ど
も
園
整
備
基
本
構

想
」
に
よ
る
推
計
出
生
数
は

令
和
８
年
度
１
１
３
人
・
同

９
年
度
１
０
９
人
・
同
10
年

度
１
０
９
人
・
同
11
年
度
１

０
７
人
・
同
12
年
度
１
０
５

人
で
す
。
推
計
出
生
数
を
も

と
に
、
入
園
希
望
予
定
数
と

受
け
入
れ
可
能
園
児
数
の
差

を
計
算
し
て
み
ま
し
た
。
令

和
10
年
度
推
計
の
0
歳
児
対

象
児
は
1
0
9
名
で
す
。
入

所
希
望
率
が
50
％
で
入
園
希

望
予
定
数
は
55
名
と
な
り
ま

す
が
、
基
本
構
想
に
よ
る
受

け
入
れ
可
能
園
児
数
は
62
名

で
す
の
で
、
７
名
の
余
裕
が

出
ま
す
。
同
様
に
、
各
年
度

の
年
齢
別
状
況
を
算
出
し
ま

し
た
。（
表
1
）

　
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の

建
設
は
、
資
材
単
価
の
高
騰

や
人
件
費
の
見
直
し
で
建
設

費
用
や
維
持
管
理
費
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
建
設
予

定
地
は
一
級
河
川
出
雲
川
に

沿
っ
て
い
る
た
め
に
地
盤
改

良
や
基
礎
杭
の
設
置
な
ど
付

帯
工
事
も
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
更
に
建
設
工
事
費
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

①
毎
年
10
名
以
上
の
出
生
数

を
増
や
す
た
め
の
町
の
施
策

を
伺
い
ま
す
。

②
施
設
建
設
費
用
は
い
く
ら

位
で
そ
の
捻
出
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

③
認
定
こ
ど
も
園
建
設
に
反

対
で
は
な
い
が
、
今
の
計
画

が
財
政
負
担
や
利
用
者
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
を

持
つ
、
再
度
見
直
し
も
あ
る

の
か
。

①
日
野
町
く
ら
し
安

心
ひ
と
づ
く
り
総
合

戦
略
に
お
い
て
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
り
、
人
口

流
出
の
抑
制
に
取
り
組
む
と

と
も
に
移
住
者
を
増
や
す
こ

と
で
、
住
み
よ
い
町
、
住
み

続
け
た
い
町
に
な
る
よ
う
取

町独自に上乗せしての助成は考えていない　

2歳までの子のおむつ代への助成を求めます
若者の人材確保に効果のある制度にしていく

奨学金返還制度の充実で若者を日野町に

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

り
組
み
と
し
て
、企
画
振
興

課
や
商
工
観
光
課
と
協
議
を

し
て
い
く
。

り
組
む
。
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
。

②
設
計
委
託
業
務
の
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
に
お
い
て
、
概
算
工

事
費
を
提
示
し
た
。
建
設
費

用
は
就
学
前
教
育
・
保
育
施

設
整
備
交
付
金
や
公
共
施
設

等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
な

ど
の
活
用
予
定
。

③
認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本

構
想
は
、
策
定
委
員
会
の
意

見
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
る
住
民
の
声
を
反
映
し

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
基

本
構
想
に
掲
げ
る
新
こ
ど
も

園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国

の
交
付
金
や
有
利
な
起
債
を

活
用
し
、
幼
児
教
育
・
保
育

環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
。

令
和
10
年
度

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

令和11年度
134

106
134

105
128

102
102

91
79

71
62

55

令
和
11
年
度

令和10年度
134

134
117

106
128

102
105

82
79

62
74

55

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

令和12年度
134

105
134

128
102

113
102

88
79

71
62

52

令
和
12
年
度

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

令和13年度
134

102
134

128
113

109
102

88
79

70
62

53

令
和
13
年
度

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

町のふるさと納税は順調に推移しているのか

町
の
財
政
運
営
、予
算
管
理
は
、財
政
基
盤
強
化
は
？

企
業
誘
致
を
進
め
、固
定
資
産
税
な
ど
の
確
保
を
図
る

　
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
、生
ま
れ
故
郷
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、応
援
し

た
い
地
域
に
寄
付
で
力
に
な

れ
る
制
度
で
す
。寄
付
を
す

る
こ
と
で
、そ
の
自
治
体
の

活
性
化
の
財
源
に
な
り
、税

額
控
除
が
受
け
ら
れ
、寄
付

を
し
た
地
域
の
返
礼
品
が
受

け
取
れ
ま
す
。

　
よ
い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う

で
す
が
、自
治
体
間
の
返
礼

品
過
剰
競
争
が
巻
き
起
こ
り
、

寄
付
し
た
人
の
住
所
地
の
自

治
体
で
は
、税
収
が
落
ち
込

む
事
態
に
も
繋
が
っ
て
い
ま

す
。令
和
６
年
度
決
算
か
ら

見
る
と
、な
ん
と
か
黒
字
を

確
保
し
て
い
る
状
況
で
す
。

（
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
移
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　
運
用
に
関
し
て
①
こ
の
制

度
の
ル
ー
ル
遵
守
は
②
特
産

品
振
興
は
進
ん
で
い
る
の
か

③
学
校
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
の
創
設
は
④
令
和
７
年
度

の
進
捗
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
返
礼
品
の
価
格
が

寄
付
額
の
３
割
以
内
、

返
礼
品
を
含
む
募
集
経
費
は

５
割
以
内
を
遵
守
し
て
い
ま

す
。

②
町
の
特
産
品
で
あ
る
日
野

菜
や
北
山
茶
、お
米
、お
肉
の

他
、町
内
で
製
造
さ
れ
た
地
場

産
品
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

③
寄
付
金
を
学
校
教
育
に
特

定
す
る
こ
と
で
、自
分
の
母

校
な
ど
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
後
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
４
月
に
中
間
事
業
者
が
変

わ
り
、返
礼
品
の
新
規
発
掘

な
ど
に
力
を
入
れ
た
結
果
、

寄
付
額
は
、11
月
末
現
在
、対

前
年
同
期
比
約
２
倍
、件
数

で
は
約
３
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
町
の
財
政
の
特
徴

は
、歳
入
面
で
は
多

く
の
企
業
立
地
に
よ
る
法
人

町
民
税
、固
定
資
産
税
の
伸

び
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

歳
出
面
で
は
人
件
費
、社
会

保
障
経
費
等
を
含
む
義
務
的

経
費
の
伸
び
が
著
し
い
こ
と
、

依
然
と
し
て
、投
資
的
経
費

が
低
水
準
の
ま
ま
で
あ
る
こ

と
で
す
。財
政
規
律
を
堅
持

し
な
が
ら
も
、使
う
べ
き
所

に
は
し
っ
か
り
使
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
気
に
な
る
点
は「
実
質
収

支
額
」で（
歳
入
総
額
か
ら
歳

出
総
額
を
差
し
引
き
、翌
年

度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

引
い
た
額
）そ
の
金
額
が
約

７
億
円
、多
く
の
お
金
を
残

し
て
い
る
こ
と
で
す
。（
左
の

表
）①
何
故
、使
え
て
い
な
い

の
か
②
基
金
へ
の
積
み
立
て

は
③
予
算
現
額
に
対
す
る
収

入
率
、執
行
率
が
低
下
し
て

い
ま
す
。予
算
管
理
は
④
ま

た
、財
政
基
盤
強
化
は
ど
の

よ
う
に
？
を
伺
い
ま
す
。

①
実
質
収
支
額
の
実

質
収
支
比
率
が
、一

般
的
に
適
正
と
言
わ
れ
る
水

準
を
上
回
っ
て
お
り
、３
月

補
正
予
算
編
成
時
に
、見
込

み
額
の
精
度
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
基
金
積
み
立
て
は
、不
用

額
が
見
込
め
る
場
合
、積
み

立
て
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
収
入
率
、執
行
率
は
繰
越

事
業
費
の
多
少
に
影
響
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、前
年
度
か

ら
比
較
し
て
約
４
億
円
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

理
由
な
く
予
算
と
の
乖
離
が

生
じ
な
い
よ
う
、適
正
な
予

算
の
管
理
執
行
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

④
財
政
基
盤
の
強
化
は
、企

業
誘
致
を
進
め
、安
定
し
て

収
入
で
き
る
固
定
資
産
税
や

法
人
税
の
確
保
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
も
、制
度
の
趣
旨
を

理
解
し
た
上
で
一
層
取
り
組

み
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

寄付額は順調、募集経費は5割以内の運用をしている

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
再
質
問
で

　
税
の
流
出
と
黒
字
確
保

の
問
題
を
指
摘
。税
の
流
出

額
や
寄
付
額
の
累
計
を
分

析
し
、今
後
活
用
し
て
い
き

た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　
か
つ
て
日
野
町
で

は
、
地
域
行
事
や
団

体
活
動
を
通
じ
て
、
世
代
を

超
え
た
関
わ
り
の
中
で
体
験

と
学
び
が
自
然
に
生
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、

少
子
化
や
転
出
、
組
織
縮
小

に
よ
り
、
そ
の
循
環
を
支
え

て
き
た
社
会
構
造
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
体
験
格
差
は
、

体
験
内
容
の
不
足
で
は
な
く
、

体
験
や
社
会
参
画
へ
の
入
口

そ
の
も
の
が
減
っ
て
い
る
こ

と
が
要
因
で
は
な
い
か
、
町

の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
地
域
活
動
の
縮
小

に
よ
り
体
験
の
機
会

が
減
少
し
、
体
験
格
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、「
体
験
か
ら
の
学
び
」

の
仕
組
み
は
重
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
青
少
年
の
社
会

参
画
に
つ
い
て
も
、
関
わ
り

の
入
口
が
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
来
年
度
は
体
験
格
差

解
消
と
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
新
た
な
事
業
を
検
討
し
、

体
験
の
場
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

　
体
験
を
提
供
す
る

だ
け
で
は
学
び
や
役

割
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

学
び
は
本
人
に
し
か
で
き
ず
、

体
験
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い

以
上
、
体
験
を
学
び
に
変
え

る
仕
掛
け
が
必
要
で
す
。
現

在
の
自
治
会
運
営
で
は
、
体

験
の
場
が
な
い
ま
ま
役
だ
け

が
回
り
、
負
担
感
が
先
に
立

つ
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
行

政
と
し
て
自
治
に
直
接
介
入

で
き
な
く
て
も
、
役
割
が
生

ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
要

因
や
体
験
か
ら
の
学
び
の
条

件
に
つ
い
て
仮
説
を
持
つ
こ

と
は
で
き
ま
す
。
自
治
の
場

で
も
体
験
と
役
割
を
一
体
で

再
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　
交
流
や
体
験
の
機

会
が
減
少
し
た
こ
と

で
、
世
代
間
の
つ
な
が
り
が

弱
ま
り
、
役
割
が
育
ち
に
く

く
な
っ
て
い
る
状
況
は
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
自

治
会
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
役
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
に
伴
走
し
、
世

代
に
応
じ
た
小
さ
な
役
割
か

ら
無
理
な
く
関
わ
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
体
験
の
創
出
と
役
割

の
再
設
計
は
、
地
域
を
元
気

に
す
る
た
め
に
必
要
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
今
後
は
両
者

を
一
体
的
に
進
め
て
い
く
考

え
で
す
。

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

体験格差解消に向けた取り組みはどうする？
体験格差解消と人材育成の新事業を考えている

▲実行されない政策には仮説がない？

▲現在の社会構造では体験格差解消には政策が必要
以前は地域の中で体験と学びが連続的に生まれる社会構造が政
策に頼らなくても自然に形成されていた。

▲地域で役割は育っていかないが役は回ってくる。

＜行政が持つべきプロセス＞
1.	 現状認識
2.	 課題仮説（なぜ起きているか）
3.	 介入仮説（何をすれば変わるか）
4.	 施策

5.	 予算
6.	 成果指標
7.	 評価

▲二次元コード

二次元コード▶

5.8 7.5 8.1 7.1 11.1 13.1 9.9 11.1

84.6
89.6

81.7
90.8 93.5

12.212.2 11.211.2 12.412.4 13.313.3 12.312.3 11.811.8 11.011.0

100.0
90.0
80.0
70.0
60.0
50.0
40.0
30.0
20.0
10.0
0.0

平成29 平成30 令和2令和元 令和3 令和4 令和5 令和6決算
実質収支比率 経常収支比率 うち人件費部分 うち公債費部分

経常収支比率　高止まりしていますが参考値で良い

うち人件費部分　上昇してきている

単位　百万円
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和 6 決算

実質収支額 334 435 483 449 714 824 624 714
予算現額に対する収入率 98.2 99.8 100.2 97.6 99.1 97.8 93.6 92.3
予算現額に対する執行率 93.4 94.4 95.0 93.1 92.4 89.4 87.9 85.8

単位　％
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和 6 決算

実質収支比率 5.8 7.5 8.1 7.1 11.1 13.1 9.9 11.1
経常収支比率 94 84.6 89.6 93.3 81.7 90.8 94.2 93.5
うち人件費部分 25.9 23.4 23.8 32.0 28.1 30.6 31.7 33.1
うち公債費部分 12.2 11.2 12.4 13.3 12.0 12.3 11.8 11.0

町の実質収支額　実質収支比率　経常収支比率　年度別推移　

実質収支比率、経常収支比率をグラフ化　（町の決算資料から作成）

うち公債費部分　公債費を使って未来への投資を考える時
実質収支比率　令和３年度より上昇　注視

12.012.0

25.9 23.4
32.0

28.1 30.6 33.1

29.8
31.7

93.394.0 94.2

▲右の二次元コードから一般質
問で使用したデータ資料（4枚）
を見ることができます。
町の財政状況、基金（貯金）の状
況、実質収支等の状況をグラフ
にしています。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
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問

17 16議会だより
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日野町議会
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

17 議会だより
日野町議会

2026.２.15

一 質般 問

町のふるさと納税は順調に推移しているのか

町
の
財
政
運
営
、予
算
管
理
は
、財
政
基
盤
強
化
は
？

企
業
誘
致
を
進
め
、固
定
資
産
税
な
ど
の
確
保
を
図
る

　
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
、生
ま
れ
故
郷
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、応
援
し

た
い
地
域
に
寄
付
で
力
に
な

れ
る
制
度
で
す
。寄
付
を
す

る
こ
と
で
、そ
の
自
治
体
の

活
性
化
の
財
源
に
な
り
、税

額
控
除
が
受
け
ら
れ
、寄
付

を
し
た
地
域
の
返
礼
品
が
受

け
取
れ
ま
す
。

　
よ
い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う

で
す
が
、自
治
体
間
の
返
礼

品
過
剰
競
争
が
巻
き
起
こ
り
、

寄
付
し
た
人
の
住
所
地
の
自

治
体
で
は
、税
収
が
落
ち
込

む
事
態
に
も
繋
が
っ
て
い
ま

す
。令
和
６
年
度
決
算
か
ら

見
る
と
、な
ん
と
か
黒
字
を

確
保
し
て
い
る
状
況
で
す
。

（
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
移
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

　
運
用
に
関
し
て
①
こ
の
制

度
の
ル
ー
ル
遵
守
は
②
特
産

品
振
興
は
進
ん
で
い
る
の
か

③
学
校
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
の
創
設
は
④
令
和
７
年
度

の
進
捗
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
返
礼
品
の
価
格
が

寄
付
額
の
３
割
以
内
、

返
礼
品
を
含
む
募
集
経
費
は

５
割
以
内
を
遵
守
し
て
い
ま

す
。

②
町
の
特
産
品
で
あ
る
日
野

菜
や
北
山
茶
、お
米
、お
肉
の

他
、町
内
で
製
造
さ
れ
た
地
場

産
品
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

③
寄
付
金
を
学
校
教
育
に
特

定
す
る
こ
と
で
、自
分
の
母

校
な
ど
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
後
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
４
月
に
中
間
事
業
者
が
変

わ
り
、返
礼
品
の
新
規
発
掘

な
ど
に
力
を
入
れ
た
結
果
、

寄
付
額
は
、11
月
末
現
在
、対

前
年
同
期
比
約
２
倍
、件
数

で
は
約
３
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
町
の
財
政
の
特
徴

は
、歳
入
面
で
は
多

く
の
企
業
立
地
に
よ
る
法
人

町
民
税
、固
定
資
産
税
の
伸

び
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

歳
出
面
で
は
人
件
費
、社
会

保
障
経
費
等
を
含
む
義
務
的

経
費
の
伸
び
が
著
し
い
こ
と
、

依
然
と
し
て
、投
資
的
経
費

が
低
水
準
の
ま
ま
で
あ
る
こ

と
で
す
。財
政
規
律
を
堅
持

し
な
が
ら
も
、使
う
べ
き
所

に
は
し
っ
か
り
使
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
気
に
な
る
点
は「
実
質
収

支
額
」で（
歳
入
総
額
か
ら
歳

出
総
額
を
差
し
引
き
、翌
年

度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

引
い
た
額
）そ
の
金
額
が
約

７
億
円
、多
く
の
お
金
を
残

し
て
い
る
こ
と
で
す
。（
左
の

表
）①
何
故
、使
え
て
い
な
い

の
か
②
基
金
へ
の
積
み
立
て

は
③
予
算
現
額
に
対
す
る
収

入
率
、執
行
率
が
低
下
し
て

い
ま
す
。予
算
管
理
は
④
ま

た
、財
政
基
盤
強
化
は
ど
の

よ
う
に
？
を
伺
い
ま
す
。

①
実
質
収
支
額
の
実

質
収
支
比
率
が
、一

般
的
に
適
正
と
言
わ
れ
る
水

準
を
上
回
っ
て
お
り
、３
月

補
正
予
算
編
成
時
に
、見
込

み
額
の
精
度
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
基
金
積
み
立
て
は
、不
用

額
が
見
込
め
る
場
合
、積
み

立
て
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
収
入
率
、執
行
率
は
繰
越

事
業
費
の
多
少
に
影
響
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、前
年
度
か

ら
比
較
し
て
約
４
億
円
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

理
由
な
く
予
算
と
の
乖
離
が

生
じ
な
い
よ
う
、適
正
な
予

算
の
管
理
執
行
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

④
財
政
基
盤
の
強
化
は
、企

業
誘
致
を
進
め
、安
定
し
て

収
入
で
き
る
固
定
資
産
税
や

法
人
税
の
確
保
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
も
、制
度
の
趣
旨
を

理
解
し
た
上
で
一
層
取
り
組

み
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

寄付額は順調、募集経費は5割以内の運用をしている

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
再
質
問
で

　
税
の
流
出
と
黒
字
確
保

の
問
題
を
指
摘
。税
の
流
出

額
や
寄
付
額
の
累
計
を
分

析
し
、今
後
活
用
し
て
い
き

た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　
か
つ
て
日
野
町
で

は
、
地
域
行
事
や
団

体
活
動
を
通
じ
て
、
世
代
を

超
え
た
関
わ
り
の
中
で
体
験

と
学
び
が
自
然
に
生
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、

少
子
化
や
転
出
、
組
織
縮
小

に
よ
り
、
そ
の
循
環
を
支
え

て
き
た
社
会
構
造
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
体
験
格
差
は
、

体
験
内
容
の
不
足
で
は
な
く
、

体
験
や
社
会
参
画
へ
の
入
口

そ
の
も
の
が
減
っ
て
い
る
こ

と
が
要
因
で
は
な
い
か
、
町

の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
地
域
活
動
の
縮
小

に
よ
り
体
験
の
機
会

が
減
少
し
、
体
験
格
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、「
体
験
か
ら
の
学
び
」

の
仕
組
み
は
重
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
青
少
年
の
社
会

参
画
に
つ
い
て
も
、
関
わ
り

の
入
口
が
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
来
年
度
は
体
験
格
差

解
消
と
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
新
た
な
事
業
を
検
討
し
、

体
験
の
場
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

　
体
験
を
提
供
す
る

だ
け
で
は
学
び
や
役

割
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

学
び
は
本
人
に
し
か
で
き
ず
、

体
験
か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い

以
上
、
体
験
を
学
び
に
変
え

る
仕
掛
け
が
必
要
で
す
。
現

在
の
自
治
会
運
営
で
は
、
体

験
の
場
が
な
い
ま
ま
役
だ
け

が
回
り
、
負
担
感
が
先
に
立

つ
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
行

政
と
し
て
自
治
に
直
接
介
入

で
き
な
く
て
も
、
役
割
が
生

ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
要

因
や
体
験
か
ら
の
学
び
の
条

件
に
つ
い
て
仮
説
を
持
つ
こ

と
は
で
き
ま
す
。
自
治
の
場

で
も
体
験
と
役
割
を
一
体
で

再
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　
交
流
や
体
験
の
機

会
が
減
少
し
た
こ
と

で
、
世
代
間
の
つ
な
が
り
が

弱
ま
り
、
役
割
が
育
ち
に
く

く
な
っ
て
い
る
状
況
は
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
自

治
会
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
役
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
に
伴
走
し
、
世

代
に
応
じ
た
小
さ
な
役
割
か

ら
無
理
な
く
関
わ
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
体
験
の
創
出
と
役
割

の
再
設
計
は
、
地
域
を
元
気

に
す
る
た
め
に
必
要
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
今
後
は
両
者

を
一
体
的
に
進
め
て
い
く
考

え
で
す
。

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

体験格差解消に向けた取り組みはどうする？
体験格差解消と人材育成の新事業を考えている

▲実行されない政策には仮説がない？

▲現在の社会構造では体験格差解消には政策が必要
以前は地域の中で体験と学びが連続的に生まれる社会構造が政
策に頼らなくても自然に形成されていた。

▲地域で役割は育っていかないが役は回ってくる。

＜行政が持つべきプロセス＞
1.	 現状認識
2.	 課題仮説（なぜ起きているか）
3.	 介入仮説（何をすれば変わるか）
4.	 施策

5.	 予算
6.	 成果指標
7.	 評価

▲二次元コード

二次元コード▶

5.8 7.5 8.1 7.1 11.1 13.1 9.9 11.1

84.6
89.6

81.7
90.8 93.5

12.212.2 11.211.2 12.412.4 13.313.3 12.312.3 11.811.8 11.011.0

100.0
90.0
80.0
70.0
60.0
50.0
40.0
30.0
20.0
10.0
0.0

平成29 平成30 令和2令和元 令和3 令和4 令和5 令和6決算
実質収支比率 経常収支比率 うち人件費部分 うち公債費部分

経常収支比率　高止まりしていますが参考値で良い

うち人件費部分　上昇してきている

単位　百万円
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和 6 決算

実質収支額 334 435 483 449 714 824 624 714
予算現額に対する収入率 98.2 99.8 100.2 97.6 99.1 97.8 93.6 92.3
予算現額に対する執行率 93.4 94.4 95.0 93.1 92.4 89.4 87.9 85.8

単位　％
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和 6 決算

実質収支比率 5.8 7.5 8.1 7.1 11.1 13.1 9.9 11.1
経常収支比率 94 84.6 89.6 93.3 81.7 90.8 94.2 93.5
うち人件費部分 25.9 23.4 23.8 32.0 28.1 30.6 31.7 33.1
うち公債費部分 12.2 11.2 12.4 13.3 12.0 12.3 11.8 11.0

町の実質収支額　実質収支比率　経常収支比率　年度別推移　

実質収支比率、経常収支比率をグラフ化　（町の決算資料から作成）

うち公債費部分　公債費を使って未来への投資を考える時
実質収支比率　令和３年度より上昇　注視

12.012.0

25.9 23.4
32.0

28.1 30.6 33.1

29.8
31.7

93.394.0 94.2

▲右の二次元コードから一般質
問で使用したデータ資料（4枚）
を見ることができます。
町の財政状況、基金（貯金）の状
況、実質収支等の状況をグラフ
にしています。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

　
日
野
町
周
辺
で
ク

マ
の
話
は
聞
か
な
い

も
の
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が

家
の
近
く
ま
で
下
り
て
き
て

い
ま
す
。今
回
は
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
獣
害
対
策
は
過
去
の
議
会

で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、感
じ
る
と
こ
ろ

地
元
ま
か
せ
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
も
農
林
課
や
関
係
の
職

員
さ
ん
が
専
門
的
に
対
応
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。家
か
ら

離
れ
た
田
畑
に
は
メ
ッ
シ
ュ

金
網
や
青
色
の
防
風
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
何
年
間
か
効
果
が

あ
り
ま
す
が
、ス
キ
マ
を
狙

っ
て
通
り
抜
け
生
活
圏
に
侵

入
し
て
き
ま
し
た
。道
路
や

河
川
か
ら
の
侵
入
は
容
易
で

最
近
で
は
夜
間
に
道
路
を
並

ん
で
歩
行
す
る
イ
ノ
シ
シ
を

見
か
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

①
町
か
ら
は
毎
年
捕
獲
数
を

報
告
さ
れ
て
い
る
が
、生
息

数
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
個
体
数
管
理
は
可
能
か
、

ま
た
大
学
や
各
種
研
究
機
関

と
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

③
農
地
を
守
る「
囲
い
わ
な
」

は
狩
猟
免
許
を
持
た
な
く
て

も
設
置
で
き
る
が
、購
入
に

町
の
協
力
は
得
ら
れ
る
か
。

④
特
に
猟
銃
免
許
は
定
期
的

な
射
撃
訓
練
や
、銃
弾
の
購
入
、

複
数
の
許
可
や
届
出
が
い
る

た
め
必
要
経
費
が
多
く
か
か

る
。免
許
所
持
者
の
維
持
拡
大

を
図
る
対
策
や
報
酬
の
増
加

の
施
策
は
行
え
な
い
か
。

①
イ
ノ
シ
シ
の
生
息

数
は
群
れ
単
位
の
管

理
や
調
査
が
容
易
で
な
く
正

確
な
把
握
は
難
し
い
が
、集

落
か
ら
の
被
害
報
告
等
で
お

お
よ
そ
の
範
囲
を
把
握
し
て

い
る
。

②
県
や
地
域
の
管
理
計
画
で

狩
猟
と
有
害
鳥
獣
捕
獲
計
画

に
よ
り
管
理
し
て
い
る
。大

学
や
研
究
機
関
の
助
言
も
得

て
各
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

③
集
落
ぐ
る
み
獣
害
対
策
補

助
金
を
受
け
る
事
は
可
能
で

す
。窓
口
で
相
談
下
さ
い
。

④
免
許
取
得
前
の
講
習
会
の

受
講
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
。駆
除
に
対
す
る
報
酬

は
今
後
他
市
町
の
状
況
等
を

研
究
し
た
い
。

日
野
町
南
部
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る

①
今
年
甲
賀
市
土
山

町
か
ら
鎌
掛
地
区
を

経
由
し
て
近
江
八
幡
に
至
る

県
道
土
山
蒲
生
近
江
八
幡
線

が
測
量
工
事
に
入
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。工
事
の
完
成

に
は
ま
だ
何
年
も
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
完
成
後
の
交

通
の
流
れ
を
考
え
て
み
ま
し

た
。

　
日
野
町
に
入
っ
て
く
る
車

は
、国
道
3
0
7
号
グ
リ
ー

ン
バ
イ
パ
ス
の
木
津
交
差
点

に
向
か
い
ま
す
。そ
し
て
南

下
す
る
よ
り
日
田
交
差
点
に

向
か
う
は
ず
で
す
。3
0
7

号
の
複
線
化
が
な
い
と
渋
滞

が
さ
ら
に
悪
化
し
ま
す
。私

は
木
津
交
差
点
よ
り
西
側
に

進
む
新
道
の
提
案
を
考
え
ま

し
た
。県
道
日
野
徳
原
線
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

②
県
の
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
挙
が
っ

て
い
る
内
池
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
交
差
点
か
ら
別
所
の
Ｊ

Ａ
倉
庫
前
の
交
差
点
に
つ
な

が
る
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画
で

す
。

　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差

点
か
ら
先
は
右
に
進
む
も
、

左
に
進
む
も
交
差
点
、一
旦

停
止
ま
た
は
踏
切
が
あ
り
県

道
日
野
徳
原
線
や
甲
賀
市
水

口
町
方
面
へ
の
連
続
性
が
途

切
れ
て
い
ま
す
。日
野
川
と

近
江
鉄
道
を
横
断
す
る
こ
と

が
計
画
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、知

恵
を
絞
っ
て
バ
イ
パ
ス
整
備

計
画
が
進
む
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。県
の
道
路
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
の
優
先
度
ア
ッ
プ
に

向
け
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
一
点
目
の
新
道
と
こ
の

バ
イ
パ
ス
整
備
が
県
道
と
し

て
結
び
つ
く
こ
と
を
地
元
議

員
と
し
て
要
望
し
ま
す
。

①
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、提
案
い
た
だ

い
た
ル
ー
ト
で
新
道
が
で
き

る
と
国
道
3
0
7
号
の
渋
滞

解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、現
時
点
で
は
県

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
上
が
っ
て
い
な
い
ル
ー
ト

で
あ
る
こ
と
か
ら
、県
道
土

山
蒲
生
近
江
八
幡
線
の
完
成

後
に
整
備
が
必
要
な
道
路
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て

は
県
よ
り
名
神
名
阪
連
絡
道

路
の
計
画
と
整
合
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
少

し
検
討
に
時
間
を
要
す
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。町
と
し
て

早
期
着
手
に
向
け
、優
先
度

が
上
が
る
よ
う
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

東近江被害防止計画により狩猟と有害捕獲で対応する

人家近くまで下りてきたイノシシへの獣害対策は

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員

県
道
日
野
徳
原
線（
内
池
）バ
イ
パ
ス
整
備
は
早
期
着
手

に
向
け
、優
先
度
が
上
が
る
よ
う
要
望
す
る

⑳県道日野徳原線⑳県道日野徳原線

⑳⑳

　
近
年
日
本
で
は
、

S
N
S
の
技
術
も
合

わ
さ
っ
て
詐
欺
犯
罪
や
侵
入

犯
罪
等
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
町
で
も
町
民
に
防
犯
意

識
の
啓
発
と
防
犯
対
策
を
強

化
さ
れ
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
が
進
む
よ
う
何
点

か
伺
う
。

①
電
話
や
S
N
S
な
ど
で
の

詐
欺
犯
罪
の
発
生
状
況
と
対

策
は
。

②
車
上
狙
い
が
発
生
し
た
が
、

注
意
喚
起
や
防
犯
対
策
へ
の

周
知
状
況
は
。

③
公
園
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
導

入
は
安
全
性
を
向
上
さ
せ
、

来
園
者
に
安
心
感
を
与
え
ら

れ
る
。
町
管
理
の
公
園
で
大

谷
公
園
し
か
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他

の
公
園
は
必
要
な
い
の
か
。

④
住
民
の
防
犯
対
策
と
意
識

向
上
へ
の
町
の
取
り
組
み
は
。

①
特
殊
詐
欺
は
全
国
、

ま
た
滋
賀
県
で
も
増

加
し
て
い
る
。
町
で
も
１
月

か
ら
10
月
末
で
、
５
件
発
生

し
て
い
る
。
対
策
と
し
て
は
、

地
域
で
の
注
意
喚
起
の
呼
び

か
け
、
広
報
ひ
の
で
の
啓
発

や
日
野
め
～
る
で
注
意
喚
起

に
努
め
て
い
る
。

②
日
野
め
～
る
に
て
、
発
生

状
況
や
対
策
を
発
信
し
、
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。

③
大
谷
公
園
で
夜
間
利
用
の

際
に
駐
車
場
で
車
上
荒
ら
し

が
連
続
発
生
し
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
。
他
の
公
園

は
夜
間
利
用
が
な
い
こ
と
か

ら
、
町
全
体
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
を
考
慮
し
、
予

算
や
緊
急
度
を
み
て
判
断
し

た
い
。

④
氏
郷
ま
つ
り
や
推
進
大
会

で
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
出

前
講
座
に
よ
り
、
防
犯
意
識

向
上
に
努
め
て
い
る
。
地
域

に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
で
防
犯
力
が
高
ま
り
、

安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
設
置
に
関
す
る
補

助
制
度
の
活
用
を
、
自
治
会

に
案
内
し
て
い
る
。

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

事
業
の
評
価
や
改
善
案
の
検
討
を
行
う
予
定

　
日
野
町
で
は
高
齢

化
率
は
上
昇
し
、
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
方
の
み
の
世
帯
が
増
加

を
し
て
い
る
。
町
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

実
施
し
、
地
域
に
お
い
て
高

齢
者
の
社
会
参
加
の
機
会
を

増
や
し
、
介
護
予
防
を
推
進

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
奨

励
・
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
何

点
か
伺
う
。

①
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
住
民
へ
の
周
知

は
ど
う
さ
れ
た
の
か
。

②
事
業
の
利
点
や
問
題
点
は

ど
う
か
。

③
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

「
個
人
宅
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
の

計
画
や
進
捗
状
況
は
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
町
の

介
護
予
防
事
業
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
「
お
た
っ

し
ゃ
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡

会
」
や
脳
い
き
い
き
ゲ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
の
「
ス
マ
イ
ル
ひ

の
」
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

て
い
る
。
周
知
は
団
体
の
総

会
や
養
成
講
座
の
場
を
活
用

し
て
行
っ
て
い
る
。

②
利
点
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
る
方
に

と
っ
て
、
介
護
予
防
の
推
進

や
活
動
へ
の
意
欲
向
上
、
い

き
が
い
を
感
じ
る
場
の
提
供
、

更
に
は
社
会
的
孤
立
の
防
止

に
つ
な
が
る
。
町
の
保
険
者

と
し
て
も
、
介
護
給
付
費
の

増
加
抑
制
や
地
域
活
性
化
に

寄
与
す
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
問
題
点
は
現
在
一
部
の

団
体
を
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
地
域
全
体
で
の
参
加
を

促
進
す
る
仕
組
み
が
十
分
で

は
な
い
。
ま
た
対
象
を
広
げ

る
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
や

ポ
イ
ン
ト
還
元
に
係
る
事
務

作
業
が
煩
雑
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

③
今
後
の
事
業
展
開
は
、
受

け
入
れ
先
を
拡
充
す
る
た
め
、

介
護
施
設
、
障
が
い
者
施

設
、
子
育
て
関
連
施
設
に
も

対
象
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
検

討
す
る
。
事
業
参
加
者
の
増

加
の
た
め
「
広
報
ひ
の
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
３
月
に
情

報
掲
載
を
予
定
。「
個
人
宅

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
は
慎
重
に
検
討
を
進
め

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

事
業
評
価
や
改
善
案
の
検
討

を
行
う
予
定
。

安心・安全なまちづくりについて
広報ひの、日野め～るで注意喚起に努めている

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
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あ
の
後
ど
う
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の
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一 質般 問

　
日
野
町
周
辺
で
ク

マ
の
話
は
聞
か
な
い

も
の
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が

家
の
近
く
ま
で
下
り
て
き
て

い
ま
す
。今
回
は
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
獣
害
対
策
は
過
去
の
議
会

で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、感
じ
る
と
こ
ろ

地
元
ま
か
せ
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
も
農
林
課
や
関
係
の
職

員
さ
ん
が
専
門
的
に
対
応
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。家
か
ら

離
れ
た
田
畑
に
は
メ
ッ
シ
ュ

金
網
や
青
色
の
防
風
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
何
年
間
か
効
果
が

あ
り
ま
す
が
、ス
キ
マ
を
狙

っ
て
通
り
抜
け
生
活
圏
に
侵

入
し
て
き
ま
し
た
。道
路
や

河
川
か
ら
の
侵
入
は
容
易
で

最
近
で
は
夜
間
に
道
路
を
並

ん
で
歩
行
す
る
イ
ノ
シ
シ
を

見
か
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

①
町
か
ら
は
毎
年
捕
獲
数
を

報
告
さ
れ
て
い
る
が
、生
息

数
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
個
体
数
管
理
は
可
能
か
、

ま
た
大
学
や
各
種
研
究
機
関

と
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

③
農
地
を
守
る「
囲
い
わ
な
」

は
狩
猟
免
許
を
持
た
な
く
て

も
設
置
で
き
る
が
、購
入
に

町
の
協
力
は
得
ら
れ
る
か
。

④
特
に
猟
銃
免
許
は
定
期
的

な
射
撃
訓
練
や
、銃
弾
の
購
入
、

複
数
の
許
可
や
届
出
が
い
る

た
め
必
要
経
費
が
多
く
か
か

る
。免
許
所
持
者
の
維
持
拡
大

を
図
る
対
策
や
報
酬
の
増
加

の
施
策
は
行
え
な
い
か
。

①
イ
ノ
シ
シ
の
生
息

数
は
群
れ
単
位
の
管

理
や
調
査
が
容
易
で
な
く
正

確
な
把
握
は
難
し
い
が
、集

落
か
ら
の
被
害
報
告
等
で
お

お
よ
そ
の
範
囲
を
把
握
し
て

い
る
。

②
県
や
地
域
の
管
理
計
画
で

狩
猟
と
有
害
鳥
獣
捕
獲
計
画

に
よ
り
管
理
し
て
い
る
。大

学
や
研
究
機
関
の
助
言
も
得

て
各
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

③
集
落
ぐ
る
み
獣
害
対
策
補

助
金
を
受
け
る
事
は
可
能
で

す
。窓
口
で
相
談
下
さ
い
。

④
免
許
取
得
前
の
講
習
会
の

受
講
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
。駆
除
に
対
す
る
報
酬

は
今
後
他
市
町
の
状
況
等
を

研
究
し
た
い
。

日
野
町
南
部
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る

①
今
年
甲
賀
市
土
山

町
か
ら
鎌
掛
地
区
を

経
由
し
て
近
江
八
幡
に
至
る

県
道
土
山
蒲
生
近
江
八
幡
線

が
測
量
工
事
に
入
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。工
事
の
完
成

に
は
ま
だ
何
年
も
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
完
成
後
の
交

通
の
流
れ
を
考
え
て
み
ま
し

た
。

　
日
野
町
に
入
っ
て
く
る
車

は
、国
道
3
0
7
号
グ
リ
ー

ン
バ
イ
パ
ス
の
木
津
交
差
点

に
向
か
い
ま
す
。そ
し
て
南

下
す
る
よ
り
日
田
交
差
点
に

向
か
う
は
ず
で
す
。3
0
7

号
の
複
線
化
が
な
い
と
渋
滞

が
さ
ら
に
悪
化
し
ま
す
。私

は
木
津
交
差
点
よ
り
西
側
に

進
む
新
道
の
提
案
を
考
え
ま

し
た
。県
道
日
野
徳
原
線
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

②
県
の
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
挙
が
っ

て
い
る
内
池
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
交
差
点
か
ら
別
所
の
Ｊ

Ａ
倉
庫
前
の
交
差
点
に
つ
な

が
る
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画
で

す
。

　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差

点
か
ら
先
は
右
に
進
む
も
、

左
に
進
む
も
交
差
点
、一
旦

停
止
ま
た
は
踏
切
が
あ
り
県

道
日
野
徳
原
線
や
甲
賀
市
水

口
町
方
面
へ
の
連
続
性
が
途

切
れ
て
い
ま
す
。日
野
川
と

近
江
鉄
道
を
横
断
す
る
こ
と

が
計
画
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、知

恵
を
絞
っ
て
バ
イ
パ
ス
整
備

計
画
が
進
む
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。県
の
道
路
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
の
優
先
度
ア
ッ
プ
に

向
け
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
一
点
目
の
新
道
と
こ
の

バ
イ
パ
ス
整
備
が
県
道
と
し

て
結
び
つ
く
こ
と
を
地
元
議

員
と
し
て
要
望
し
ま
す
。

①
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、提
案
い
た
だ

い
た
ル
ー
ト
で
新
道
が
で
き

る
と
国
道
3
0
7
号
の
渋
滞

解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、現
時
点
で
は
県

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
上
が
っ
て
い
な
い
ル
ー
ト

で
あ
る
こ
と
か
ら
、県
道
土

山
蒲
生
近
江
八
幡
線
の
完
成

後
に
整
備
が
必
要
な
道
路
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て

は
県
よ
り
名
神
名
阪
連
絡
道

路
の
計
画
と
整
合
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
少

し
検
討
に
時
間
を
要
す
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。町
と
し
て

早
期
着
手
に
向
け
、優
先
度

が
上
が
る
よ
う
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

東近江被害防止計画により狩猟と有害捕獲で対応する

人家近くまで下りてきたイノシシへの獣害対策は

柚
ゆの

木
き
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県
道
日
野
徳
原
線（
内
池
）バ
イ
パ
ス
整
備
は
早
期
着
手

に
向
け
、優
先
度
が
上
が
る
よ
う
要
望
す
る

⑳県道日野徳原線⑳県道日野徳原線

⑳⑳

　
近
年
日
本
で
は
、

S
N
S
の
技
術
も
合

わ
さ
っ
て
詐
欺
犯
罪
や
侵
入

犯
罪
等
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
町
で
も
町
民
に
防
犯
意

識
の
啓
発
と
防
犯
対
策
を
強

化
さ
れ
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
が
進
む
よ
う
何
点

か
伺
う
。

①
電
話
や
S
N
S
な
ど
で
の

詐
欺
犯
罪
の
発
生
状
況
と
対

策
は
。

②
車
上
狙
い
が
発
生
し
た
が
、

注
意
喚
起
や
防
犯
対
策
へ
の

周
知
状
況
は
。

③
公
園
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
導

入
は
安
全
性
を
向
上
さ
せ
、

来
園
者
に
安
心
感
を
与
え
ら

れ
る
。
町
管
理
の
公
園
で
大

谷
公
園
し
か
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他

の
公
園
は
必
要
な
い
の
か
。

④
住
民
の
防
犯
対
策
と
意
識

向
上
へ
の
町
の
取
り
組
み
は
。

①
特
殊
詐
欺
は
全
国
、

ま
た
滋
賀
県
で
も
増

加
し
て
い
る
。
町
で
も
１
月

か
ら
10
月
末
で
、
５
件
発
生

し
て
い
る
。
対
策
と
し
て
は
、

地
域
で
の
注
意
喚
起
の
呼
び

か
け
、
広
報
ひ
の
で
の
啓
発

や
日
野
め
～
る
で
注
意
喚
起

に
努
め
て
い
る
。

②
日
野
め
～
る
に
て
、
発
生

状
況
や
対
策
を
発
信
し
、
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。

③
大
谷
公
園
で
夜
間
利
用
の

際
に
駐
車
場
で
車
上
荒
ら
し

が
連
続
発
生
し
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
。
他
の
公
園

は
夜
間
利
用
が
な
い
こ
と
か

ら
、
町
全
体
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
を
考
慮
し
、
予

算
や
緊
急
度
を
み
て
判
断
し

た
い
。

④
氏
郷
ま
つ
り
や
推
進
大
会

で
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
出

前
講
座
に
よ
り
、
防
犯
意
識

向
上
に
努
め
て
い
る
。
地
域

に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
で
防
犯
力
が
高
ま
り
、

安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
設
置
に
関
す
る
補

助
制
度
の
活
用
を
、
自
治
会

に
案
内
し
て
い
る
。

中
なか

西
にし
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介
護
予
防
ボ
ラ
ン
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ィ
ア
に
つ
い
て

事
業
の
評
価
や
改
善
案
の
検
討
を
行
う
予
定

　
日
野
町
で
は
高
齢

化
率
は
上
昇
し
、
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
方
の
み
の
世
帯
が
増
加

を
し
て
い
る
。
町
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

実
施
し
、
地
域
に
お
い
て
高

齢
者
の
社
会
参
加
の
機
会
を

増
や
し
、
介
護
予
防
を
推
進

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
奨

励
・
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
何

点
か
伺
う
。

①
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
住
民
へ
の
周
知

は
ど
う
さ
れ
た
の
か
。

②
事
業
の
利
点
や
問
題
点
は

ど
う
か
。

③
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

「
個
人
宅
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
の

計
画
や
進
捗
状
況
は
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
町
の

介
護
予
防
事
業
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
「
お
た
っ

し
ゃ
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡

会
」
や
脳
い
き
い
き
ゲ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
の
「
ス
マ
イ
ル
ひ

の
」
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

て
い
る
。
周
知
は
団
体
の
総

会
や
養
成
講
座
の
場
を
活
用

し
て
行
っ
て
い
る
。

②
利
点
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
る
方
に

と
っ
て
、
介
護
予
防
の
推
進

や
活
動
へ
の
意
欲
向
上
、
い

き
が
い
を
感
じ
る
場
の
提
供
、

更
に
は
社
会
的
孤
立
の
防
止

に
つ
な
が
る
。
町
の
保
険
者

と
し
て
も
、
介
護
給
付
費
の

増
加
抑
制
や
地
域
活
性
化
に

寄
与
す
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。
問
題
点
は
現
在
一
部
の

団
体
を
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
地
域
全
体
で
の
参
加
を

促
進
す
る
仕
組
み
が
十
分
で

は
な
い
。
ま
た
対
象
を
広
げ

る
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
や

ポ
イ
ン
ト
還
元
に
係
る
事
務

作
業
が
煩
雑
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

③
今
後
の
事
業
展
開
は
、
受

け
入
れ
先
を
拡
充
す
る
た
め
、

介
護
施
設
、
障
が
い
者
施

設
、
子
育
て
関
連
施
設
に
も

対
象
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
検

討
す
る
。
事
業
参
加
者
の
増

加
の
た
め
「
広
報
ひ
の
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
３
月
に
情

報
掲
載
を
予
定
。「
個
人
宅

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
は
慎
重
に
検
討
を
進
め

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

事
業
評
価
や
改
善
案
の
検
討

を
行
う
予
定
。

安心・安全なまちづくりについて
広報ひの、日野め～るで注意喚起に努めている

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
／
あ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
?!
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一 質般 問

あの後どうなったのあの後どうなったの⁈⁈
住民さまの声をもとに一般質問したその後を追跡しました!!

これからも住民の皆さまの声を大切に、日野町がより良い町になるよう努めてまいります。

一般質問

公園整備事業

　
日
野
町
の
農
村
地

域
の
現
状
を
、い
ま
、

改
め
て
見
る
と
、生
産
者
米

価
が
大
幅
に
値
上
が
り
し
、

よ
う
や
く
農
業
者
が
報
わ
れ

た
と
、一
時（
い
っ
と
き
）の

安
堵
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、農
業
者
の

構
成
な
ど
を
見
て
み
る
と
、

離
農
は
後
を
絶
た
ず
、農
家

は
減
る
一
方
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、昔
か
ら
日

本
の
農
村
地
域
は
田
ん
ぼ
に

囲
ま
れ
て
生
活
し
、農
業
と

と
も
に
人
間
関
係
を
構
築
し

て
き
ま
し
た
。農
業
は
単
に

ひ
と
つ
の
生
業（
な
り
わ
い
）

で
は
な
く
、地
域
の
祭
り
や

行
事
な
ど
と
密
接
に
関
連
し

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、町
の
農
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
の
考
え
、

な
ら
び
に
町
が
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
、農
業
と
密
接

に
関
係
す
る
地
域
を
ど
の
よ

う
に
持
続
さ
せ
よ
う
と
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
を
伺
い
ま

す
。

①
令
和
７
年
の
農
林
業
セ
ン

サ
ス
の
調
査
で
の
農
家
数
、

農
業
者
の
平
均
年
齢
、農
業

者
一
人
あ
た
り
の
耕
作
面
積

を
伺
い
ま
す
。

②
同
様
に
集
落
営
農
組
織
の

組
織
数
、構
成
員
の
平
均
年

齢
を
伺
い
ま
す
。

③
仮
に
活
力
を
失
っ
た
時
に

地
域
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

町
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
て
も
ら
え
る
の
か
伺
い

ま
す
。

①
令
和
７
年
度
調
査

に
つ
き
、概
算
値
と

な
り
ま
す
が
、農
家
数
は

５
７
７
者
、平
均
年
齢
は
71
・

８
歳
、農
業
者
一
人
当
た
り

の
耕
作
面
積
は
２
・
４
ha
で

し
た
。

②
集
落
営
農
組
織
は
調
査
上

整
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

農
事
組
合
法
人
は
令
和
７
年

度
の
概
数
値
で
11
団
体
。構

成
員
の
平
均
年
齢
も
調
査
項

目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、町
の
独
自
調
査
で
は
69
・

５
歳
で
し
た
。

③
農
業
は
地
域
の
文
化
や
自

治
会
活
動
と
も
密
接
に
関
わ

る
重
要
な
基
盤
で
す
が
、農

村
集
落
に
お
け
る
人
口
減
少

町の農業の現状と課題、対策、地域づくりについて

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

や
高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足

は
町
内
共
通
の
課
題
で
す
。

　
町
で
は
地
域
運
営
組
織
や

自
治
会
の
主
体
的
な
活
動
を

支
援
し
て
い
く
た
め
、情
報

提
供
な
ど
多
角
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
移
住
者
や
若
者
、女
性
が

地
域
に
参
画
し
や
す
い
環
境

の
整
備
や
次
代
を
担
う
世
代

の
育
成
を
推
進
し
、地
域
活

性
化
に
寄
与
す
る
施
策
を
推

進
し
て
い
け
る
よ
う
、今
後

も
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ

た
支
援
を
行
い
、地
域
の
皆

様
と
と
も
に
課
題
解
決
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地域活性化の施策を推進し、それぞれの実情に応じた支援を行う

会
かいけいねんどにんようしょくいん

計年度任用職員 
地方公共団体に雇用される非常勤の公務員。パートタイマ
ーのような働き方ができ、ボーナスが出たり休暇が取れた
りします。もちろん公務員としての義務も守る必要があり日
野町には約300人の会計年度任用職員が働いています。

遡
そきゅう

及
さかのぼって効力を及ぼすという意味です。職員の給与や
ボーナスが上がるという条例が12月に可決された場合、条
文に「令和7年4月1日から適用する」とあれば4月分の給与
からさかのぼって適用され、その差額分が支払われます。

付
ふ た い け つ ぎ

帯決議
議案を可決する際に、その議案の執行にあたって「こうしてほしい」「こうあるべきだ」という議会の要望
や注意点を付け加える議決のことです。法的拘束力はありませんが、行政は政治的にこれを尊重し、今
後の施策や運用に反映させるべきという議会からの強い期待が込められています。

知ってもらいたい

知知りたいりたいもっともっと

日野町議会日野町議会

日野中学校体育館のエアコン整備

　猛暑で子どもたちの授業や部活動への制限がかかっ
ていること、また、災害時の避難所となっているため、小中
学校の体育館の環境改善をする必要がある。

　子どもたちの授業や部活動への影響、避難所として
の役割から、まずは中学校体育館へ設置するための設計業
務委託費が12月議会にて計上されました。

　松尾公園や大谷公園の整備については、事業の成果や
利用状況、子育て世代の満足度、アンケート結果を踏まえ、
町民により一層親しまれる方針を検討すること。

　こどもまんなか公園づくり事業を活用した公園整備
を計画し、令和７年度に2,494万２千円の予算が計上され
ています。令和８年度以降も利用者のアンケートをもとに、
安全対策や遊具整備、駐車場の工夫など、より使いやすい
公園を目指し整備が進められる予定です。

要望

要望

成果要望

日野町防災基盤整備事業

　必要な防災基盤であるため、防火水槽や小型動力ポンプは町が整
備や管理をするべきではないか。また、設置した際の分担金は事業費
の上限（防火水槽600万円、小型動力ポンプ130万円）を超える分は地
元負担となるため、自治会の大きな負担となっている。町の分担金制
度は適切であるのか。

　防災基盤整備事業の分担金制度が令和7年度から見直され、事業
費の上限を撤廃し、一律30％負担となりました。このことで自治会の
負担が大きく軽減されました。

要望

成果要望

成果要望

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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10日	� 日野町消防団との意見交換会　総務常任委員
11日	 西大路小学校運動会	 野矢、山本
15日～17日　市町村議会議員研修「地方財政制度の考え方と健全財政・災害」　
	 山本
18日	 町立小学校運動会 
		  日野小学校　　　谷口、中西、西澤　 
		  桜谷小学校　　　髙橋、加藤、後藤	
		  南比都佐小学校　柚木 
		  必佐小学校　　　議長、錦戸、福永、松田、川東　
25日	 わたSHIGA輝く障スポ2025 開会式 　副議長
29日	 滋賀県町村議会議長会 第66回町議会議員研修会
	 議員全員

10月

２日～３日　第64回氏郷まつり（松阪市）　副議長
４日	 滋賀県町村議会議長会 第49回町議会広報研修会 
	 議長、議会広報常任委員
10日	 神奈川県三浦市議会視察受入れ
	 議長、副議長、議会運営委員長、議会力向上特別副委員長
16日	 日野町総合防災訓練　	議長、総務常任委員長
21日	 日野町スポーツ協会表彰 表彰式　議員全員
23日	 心ふれあう福祉のつどい2025　議員全員
24日	 届け私たちの想いひのっこ大会 ～日野町青少年意見発表大会～ 
	 議員全員
30日	 日野町民生委員児童委員退任式　副議長

11月

２日～４日　秩父夜祭観光祭懇談会　副議長
８日	 西大路小学校６年生議場見学
	 議長、副議長、総務常任委員長、山本
９日	 政策立案・政策提言研修会　議員全員
21日	 日野町環境基本計画策定記念イベント「ひのの環フェスタ－であう つながる あゆみだす－」 
	 議員全員
23日　日野町議会地震避難訓練　議員全員
29日～30日　日野町消防団年末特別警戒巡視　議長、副議長、総務常任委員長

12月

議長公務　日野町議会議長、滋賀県町村議会議長会会長、全国町村議会議長会副会長公務として　28件
その他　通常公務として日野町議会定例会議
一部事務組合（東近江行政組合議会／八日市布引ライフ組合議会／中部清掃組合議会）などがあります。

議員議員のうごき議員議員のうごき

22議会だより
日野町議会
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議 長

コ ラ ム

３
月
定
例
会
議（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

３
月
２
日
（
提
案
説
明
）　　
５
日
（
質
疑
）

　
　
６
日
・
９
日
・
10
日
（
一
般
質
問
）　

　
　
23
日
（
委
員
長
報
告
・
採
決
）

　
広
報
常
任
委
員
会
に
所
属
し
て
半
年
が
経
ち
、
今
回

初
め
て
編
集
後
記
を
担
当
し
ま
し
た
。
日
々
の
暮
ら
し

や
仕
事
、
子
育
て
の
合
間
に
「
議
会
だ
よ
り
」
を
手
に

取
っ
て
く
だ
さ
る
町
民
の
皆
さ
ま
に
、
少
し
で
も
分
か

り
や
す
く
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
委
員

全
員
で
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。
議
会

で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
直

結
す
る
大
切
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
今
後
も
生
活
者
の

目
線
を
大
切
に
し
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

錦
戸　
由
佳

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

反
映
し
、分
か
り
や
す
く・読
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、メ
ー
ル
や
手
紙
、

ハ
ガ
キ
等
で
も
ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
は
、裏
表
紙
の
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

議
長 

杉
浦 

和
人

　
現
在
、
国
や
地
方
自
治
体
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り

組
み
が
加
速
す
る
中
、
日
野
町
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
者
は
、
依
然
と
し
て
十
分
に
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町
は
制

度
に
対
す
る
政
治
的
な
懸
念
や
議
論
を
重
ん
じ
る
あ

ま
り
、
積
極
的
な
環
境
整
備
を
躊
躇
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
慎
重
な
姿
勢
は
一
定
理
解
で
き
る
も
の
の
、

紙
や
デ
ジ
タ
ル
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
が
進
む
な
ど
、

国
の
制
度
設
計
は
確
実
に
カ
ー
ド
を
前
提
と
し
た
方

向
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
町

と
し
て
十
分
な
基
盤
整
備
や
利
用
支
援
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
、
結
果
的
に
不
便
や
負
担
を
被
る
の
は
住
民

の
皆
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
、
医
療
機
関
で
の
手
続
き
や
各
種
証
明
書

の
取
得
な
ど
、
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
で
得
ら
れ
る
利

便
性
は
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
む
中
で
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
す
る
お
そ
れ
も
否
定
で
き
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
町
と
し
て
は
一
部
の
不
安
を

丁
寧
に
解
消
し
な
が
ら
、
必
要
な
方
に
確
実
に
制
度

の
利
点
が
届
く
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
行
政
と
し
て
着
実
に
誰
も
が
取
り
残
さ
れ
な

い
デ
ジ
タ
ル
化
の
歩
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

不
安
を�

丁
寧
に
解
消

�

し
な
が
ら

町道西大路鎌掛線の早期完成のために町道西大路鎌掛線の早期完成のために
国土交通大臣へ要望活動を実施

　12月10日、現在町が進めている町道西大路鎌
掛線道路改良工事の早期完成させるため、杉浦議
長が堀江町長とともに金子恭之国土交通大臣に面
談し、国の財政支援を求める要望活動を行いました。
　この路線は地域経済の発展や国道307号の渋滞
緩和に寄与するたいへん重要な路線ですが、工事
完了が当初の予定より大幅に遅れていることに加
え、残る区間の橋梁設置には多額の事業費を要す
ことから国の支援は重要です。
　議会としても早期完成のための取組を継続して
行ってまいります。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん

消防団幹部班長との意見交換会

議会地震避難訓練を実施

　10月10日に日野町防災センターにて開催。4つのグルー
プに分かれて、2つの課題について意見を出し合いました。
　１つ目はなり手不足です。若い世代がいない集落と、い
ても入団してもらえないことや、ポンプ操法大会に向けた
早朝練習がネックになっているとの意見がありました。
　２つ目は消防団の現状で、現在団員は自営業より会社員
の方が増えており、火災出動の時に職場の上司に理解して
もらえない。団員の福利厚生の充実や家族ふれあいデー等、
消防団員の家族が交流できる場や理解を深めてもらう取り
組みが必要などの意見が出されました。

　12月23日、議会では本会議中に大規模地震が起こった際の初
期対応や避難行動を実際に体験する避難訓練を行いました。
　訓練では緊急地震速報を合図に、まず机の下に潜るなど頭を
守る行動をし、揺れが収まった時点で議長の避難指示のもと階段
から屋外へ避難し、全員の安否確認を行いました。
　今後も災害発生時に適切な行動がとれるよう
災害への備えや訓練に努めていきます。

「心ふれあう福祉のつどい2025」が開催される
　11 月 23 日、日野町町民会館わたむきホール虹大ホール
にて『心ふれあう福祉のつどい 2025』が開催されました。
この催しは「広げよう　地域のふれあい　支えあい」をテー
マとして、今回で 26 回目を迎えました。福祉団体活動等
の展示をはじめ、地域で福祉活動等に尽力された個人・団
体への表彰式や感謝状の贈呈式が行われ、議員も参加しま
した。
　また、同会場のふれあいホールでは、ひのみんなの食堂
ネットワークによる『インクルーシブ食堂』が開催され、
賑わいを見せました。

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
も
に
ゃ
ん

懇談会

訓練
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日野町議会広報

日野町議会 議会だより
◆発行／日野町議会　　◆編集／議会広報常任委員会

〒529-1698 滋賀県蒲生郡日野町河原一丁目1番地
☎0748-52-6551　Fax0748-52-2044
メールgikai@town.shiga-hino.lg.jp


